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要 旨
本稿では、明治前期に刊行された明治14年刊『交隣須知』(初刊本)、明治16年刊『再刊
交隣須知』(再刊本)、白石氏蔵版『交隣須知』(宝迫本)の3本における韓国語文を対象
に、初刊本と再刊本、初刊本と宝迫本の韓国語文の違いを調べる。分析結果をみると、
① 初刊本から再刊本においては、韓国語文の誤りを訂正したものの、大多数の韓国語文
は同じであること、② 初刊本と宝迫本においては、宝迫本には初刊本と違って見出し語
がなく、対訳の日本語文を上段に示し、また韓国語文の変化が多いことがわかる。この
研究は交隣須知関する基礎研究であり、今後明治期の朝鮮語学習書に関する研究に役立
つと考えられる。
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1．はじめに
日本における最初の朝鮮語学習書であり、江戸期から明治期においてもっとも広く使わ
れた『交隣須知』は、18世紀の初頭に成立してから約180年間は多くの写本として伝えられ
たが、明治14年になって外務省により初めて刊行された。『交隣須知』は当時の日本語と
朝鮮語の口語を反映しており、明治期の1880年代から刊行される９０種を超える朝鮮語学
習書に多大な影響を及ぼした。『交隣須知』に関しては、諸本についての書誌学、異本対
照、対訳日本語・韓国語などに関する多くの研究が日韓で行われてきた。
明治14年刊『交隣須知』は浦瀬裕と宝迫繁勝の協力で刊行されたが、明治16年には浦瀬
裕と宝迫繁勝がそれぞれ『再刊交隣須知』と『交隣須知』を刊行し、2年間で3本の『交隣
須知』が刊行された。以下、明治14年版『交隣須知』を「初刊本」、明治16年版『再刊交
隣須知』を「再刊本」、白石氏蔵版『交隣須知』を「宝迫本」、明治37年刊『校訂交隣須
知』を「校訂本」とする。
本稿では、密接な関連性を持つ明治前期刊行の『交隣須知』3本に関して、初刊本と
再刊本、初刊本と宝迫本の韓国語文について分析し、それぞれの違いを示す。この研
究は今後の『交隣須知』および明治期の朝鮮語学習書に関する基礎研究として意義を
もつ。
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２. 刊行本『交隣須知』について
明治期には４本の交隣須知が刊行されたが、本稿では明治14年と明治16年に刊行された
３本の刊行本における韓国語文1)を分析する。明治期の刊行本『交隣須知』に発行経緯や
書誌などに関しては、福島邦道(1990)、齊藤明美(2002)、片茂鎮(2005a)、李康民(2016, 
2018)などの先行研究に詳しいため、本稿では簡単に紹介する。
<明治期の刊行本交隣須知>
 <図-１>　明治14年と明治16年『交隣須知』(卷一の1丁)
<初刊本> <再刊本> <寶迫本>
　
1) 初刊本と再刊本において見出し語漢字を持つ韓国語文と、それに対応する寶迫本の韓国語文だけを分析対象にする。初
刊本と再刊本で見出し語漢字のない項目(例:「初三43b 모라간다 비갓다 오공도화」など)は分析にいれないことにす
る。韓国語文において「初」は初刊本、「再」は初刊本、「宝」は宝迫本、漢数字は券、アラビア数字は丁、a・bは
表・裏を示す。
2) <図-１>で分かるように、卷一では「校正印刷」から「校正」の2文字が黒く塗りつぶされており、卷二からは「印刷」
とのみ記されている。齊藤明美(1998a:160)は、明治13年5月の浦瀬裕による「緒言」に「(宝迫)繁勝に印刷のことを命
じ、更に予の校正を養助せしむ」とあるところから、最初は宝迫の意見を取り入れつつ校正を行ったので、「校正印
刷」としたのであるが、何らかの事情により最終的には「校正」の2文字が消されたと推測している。
書名 刊行年度 分析対象
『交隣須知』 明治14年(1881年)
巻一59丁、二57丁、
三61丁、四55丁
對馬厳原藩士 雨森芳洲 編輯
對馬 浦瀬裕 校正増補
周防 宝迫繁勝 印刷2)
釜山市立市民図書館
所藏本
『再刊交隣須知』 明治16年(1883年) 同上
對馬厳原藩士 雨森芳洲 編輯
對馬 浦瀬裕 校正増補
周防 中谷德兵衛 印刷
国立国会図書館
所藏本
 白石氏蔵版
『交隣須知』
明治16年
(1883年)
巻一44丁、二41丁、
三41丁、四31丁
雨森東 原著
宝迫繁勝 刪正 
国立国会図書館
所藏本
『校訂交隣須知』 明治37年(1904年) 1巻328頁 前間恭作․藤波義貫公訂
東京経済大学桜井文庫
所藏本
－  72  －
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明治前期に刊行された 『交隣須知』 の韓国語文の比較研究
① 明治14年版『交隣須知』 : 初刊本
明治14年版初刊本は、江戸時代を通じて写本のまま伝えられてきた『交隣須知』を、浦
瀬裕が宝迫繁勝の協力を得てはじめて釜山で活字印刷したものである。なお、明治13年5月
の日付をもつ浦瀬裕による「緒言」によれば、従来の写本には方言的要素が多いので公の
用に耐えないということで、朝鮮国江原道出身の金守喜に相談しながら多くを刪正したと
いう。本書は、日本において、ハングルを印刷したはじめての書籍である。
初刊本は稀観本であり、韓国では釜山市立市民図書館所蔵本の1帙が唯一本で、日本国内
では浜田敦氏所蔵本1帙(卷一を欠く)、福島邦道氏所蔵本1帙、東京外国語大学図書館所蔵
本23帙が残されている。
② 明治16年版『再刊交隣須知』: 再刊本
明治16年版再刊本は、初刊本と書型・裝幀・活字・丁數などが同じであるが、印刷者が
宝迫繁勝から中谷德兵衛に変わっていること3)、再刊本の巻一に蔡奎庠の序文4)が增添され
ていること、初刊本になかった「正誤」「追正誤」表が各卷の後ろに付いていることが異
なる点である。
③ 白石氏蔵版『交隣須知』: 宝迫本（明治16年刊）
明治14年版初刊本に印刷者として参加していた宝迫繁勝は、明治16年に初刊本とはち
がった方式のものを刪正版としてだすのである5)。宝迫本の特徴は、図-１で分かるよう
に、初刊本と違って見出し語漢字がなく、対訳の日本語文を上段に示すことである。ま
た、初刊本と宝迫本における韓国語文の変化が多いことも目立つ。
図-１で分かるように、初刊本と再刊本はほぼ同じであるが、宝迫本は見出し語漢字がな
くなるなど、初刊本とは異なる点が多い。次の<表-１>は初刊本と再刊本、初刊本と宝迫本
の韓国語文の共通項目と相違項目をまとめたものである。
初刊本の3,022の見出し語に対し、再刊本では10項目がなくなって3,012になり、宝迫本
では196項目がなくなり、9項目が追加され、また初刊本の6項目が分割され12項目になって
いるため、総計2841項目になっている。
また、単なる綴りの違いや終結語尾の見直しなどを無視すると、再刊本の韓国語文は22
例を除いて初刊本と同じであり、宝迫本の2841項目の韓国語文のうち、2044が初刊本と同
じと見なせる。
3) 齊藤明美(1998a:160-161)は、宝迫繁勝の名がどうして再刊本から削除されたかについては、福島邦道(1983)に詳しく、
小倉進平(1936)の「意見の打格」という説もあるが、はっきりした理由はわからないとしている。
4) 蔡奎庠の識語によれは、再刊の背景について、明治14年版初刊本にはなお「語律之尊卑」「字意之闕略」などに不完全
な点が多いので再刷之意がを訴えたとしている。片茂鎮(2005a:44)参照。
5) 宝迫の「自序」には、本書の成立に関わる事情について、明治9年以後、それまで写本で伝えられてきたものを版本に
する要があり、明治14年版が出るのであるが、初刊本にはよくないところがあり、「文法ヲ正シ、複雜ヲ刪シ」それを
白石氏が出版して宝迫本ができたと述べている。片茂鎮(2005a:45)参照。
<表1> 初刊本・再刊本・宝迫本の韓国語文における共通項目と相違項目
① 総項目数 ② 初刊本と同じと項目数 
③ 単なる綴りの違う項目:(例：댱가-쟝가)や終結語尾の見直し(例：허옵네- 허옵네다)を含む 
④ 初刊本と少し異なる項目数 ⑤ 見出し語は同様であるが、内容が著しく異なる項目数 
⑥ 初刊本に対応する項目が違う部門にある項目数 (括弧は別の部門にあることを示す）
⑦ 初刊本の見出し語を２つに分割した項目数 ⑧ 初刊本に対応する項目がなくなった項目数 
⑨ 初刊本になく、新たに追加された項目数 
初 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 初 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
卷1
天文 73 再 73 65 6 2
卷2
走獸 77 再 77 51 24 2宝 71 40 16 8 6 -3 1 宝 77 41 24 8 4
時節 52 再 52 36 16 水族 56 再 56 38 18宝 54  27 15 7 2 3 宝 56 32 16 8
晝夜 69 再 69 46 22 1 蜫虫 37 再 37 23 14宝 69 50 14 4 1 宝 35 13 14 8 -2
方位 28 再 28 22 6 禾黍 31 再 31 16 15宝 28 24 4 宝 31 16 14 1
地理 47 再 47 36 11 蔬菜 59 再 59 42 17宝 47 37 8 1 1 宝 59 39 15 4 1
江湖 39 再 39 32 7 農圃 31 再 31 18 12 1宝 39 27 8 4 宝 31 13 12 6
水貌 25 再 25 22 3 果實 39 再 39 20 19宝 25 21 1 2 1 宝 39 19 17 3
舟楫 26 再 26 23 3 樹木 42 再 42 23 19宝 26 21 5 宝 42 26 15 1
人品 95 再 95 60 35 花品 36 再 36 22 14宝 96 54 25 13 3 1 宝 36 22 14
官爵 43 再 42 31 10 1 -1 草卉 14 再 14 6 8宝 43 27 8 8 宝 14 9 3 2
天倫 71 再 71 42 28 1 宮宅 37 再 37 16 21宝 72 40 27 3 2 宝 37 17 16 4
頭部 35 再 35 15 20 都邑 32 再 32 22 10宝 35 13 19 3 宝 32 22 5 3 2
身部 79 再 78 51 27 -1 味臭 20 再 20 11 9宝 79 44 26 8 1 宝 20 16 4
形貌 34 再 34 18 15 1 喫貌 25 再 25 17 8宝 34 16 12 6 宝 25 16 8 1
羽族 62 再 62 34 28 熟設 27 再 27 21 6宝 61 30 24 7 -1 宝 27 22 1 4
総計 778 再 776 533 237 6 0 0 0 -2 0 買賣 60 再 60 41 18 1宝 779 471 212 74 14 0 6 -4 2 宝 59 39 17 3 (1)
卷3
墓寺 49 再 49 34 15 疾病 74 再 74 41 33宝 49 37 11 1 宝 73 38 31 4 -1
金寳 34 再 34 21 13 行動 44 再 44 25 19宝 34 22 8 4 宝 46 31 10 2 -1 3
鋪陳 20 再 20 13 7 総計 741 再 741 453 284 4 0 0 0 0 0宝 20 11 7 2 宝 739 431 236 62 7 0 0 -4 3
布帛 59 再 59 38 18 3
卷4
靜止 25 再 25 16 9宝 59 26 19 14 宝 23 17 6 -2
彩色 33 再 33 26 7 手運 45 再 45 34 11宝 30 16 13 1 -3 宝 37 29 4 3 -9 1
衣冠 43 再 43 32 11 足使 18 再 17 12 5 -1宝 43 22 12 9 宝 15 12 2 1 -3
女飾 28 再 28 22 6 心動 38 再 38 28 10宝 28 17 3 8 宝 28 18 6 4 -10
盛器 38 再 38 32 6 言語 58 再 58 41 17宝 38 23 7 8 宝 46 28 7 11 (4) -8
織器 25 再 25 19 6 語辭 79 再 78 54 23 1 -1宝 24 12 1 10 -2 1 宝 60 45 6 9 -19
鐵器 43 再 42 38 4 -1 心使 42 再 40 27 13 -2宝 43 34 1 8 宝 35 15 7 11 2 -8
雜器 44 再 44 34 9 1 四端 28 再 28 20 8宝 44 24 11 8 -1 1 宝 23 15 4 4 -5
風物 36 再 36 26 8 2 大多 52 再 52 45 5 2宝 34 23 5 6 -2 宝 38 35 3 -14
視聽 13 再 13 10 2 1 範圍 46 再 46 34 12宝 12 7 2 3 -1 宝 30 22 5 3 (1) -15
車輪 18 再 18 16 2 雜語 189 再 187 125 62 -2宝 16 10 2 4 (1) -1 宝 134 82 26 24 2 -56
鞍具 35 再 35 26 9 逍遙 116 再 115 86 29 -1宝 35 25 2 8 宝 111 86 16 9 -5
戱物 22 再 22 15 6 1 天干 再宝 22 12 9 1 宝
政刑 38 再 38 28 10 地支 再宝 45 16 8 11 1 7 2 -1 宝
文式 41 再 41 26 15 総計 736 再 729 522 204 3 0 0 0 -7 0宝 39 20 10 9 -2 宝 580 404 92 79 0 -5 4 -154 1
武備 44 再 44 30 14宝 42 20 14 7 -3 1
征戰 55 再 55 36 19宝 46 28 12 6 -9
飯食 49 再 49 34 14 1宝 40 24 12 4 -9
総計 767 再 766 556 201 9 0 0 0 -1 0 総計 初 3022 再 3012 2064 926 22 0 0 0 -10 0宝 743 429 169 131 2 7 2 -34 3 宝 2841 1735 709 346 23 7 12 -196 9
－  74  －
陳 南 澤
<表1> 初刊本・再刊本・宝迫本の韓国語文における共通項目と相違項目
① 総項目数 ② 初刊本と同じと項目数 
③ 単なる綴りの違う項目:(例：댱가-쟝가)や終結語尾の見直し(例：허옵네- 허옵네다)を含む 
④ 初刊本と少し異なる項目数 ⑤ 見出し語は同様であるが、内容が著しく異なる項目数 
⑥ 初刊本に対応する項目が違う部門にある項目数 (括弧は別の部門にあることを示す）
⑦ 初刊本の見出し語を２つに分割した項目数 ⑧ 初刊本に対応する項目がなくなった項目数 
⑨ 初刊本になく、新たに追加された項目数 
初 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 初 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
卷1
天文 73 再 73 65 6 2
卷2
走獸 77 再 77 51 24 2宝 71 40 16 8 6 -3 1 宝 77 41 24 8 4
時節 52 再 52 36 16 水族 56 再 56 38 18宝 54  27 15 7 2 3 宝 56 32 16 8
晝夜 69 再 69 46 22 1 蜫虫 37 再 37 23 14宝 69 50 14 4 1 宝 35 13 14 8 -2
方位 28 再 28 22 6 禾黍 31 再 31 16 15宝 28 24 4 宝 31 16 14 1
地理 47 再 47 36 11 蔬菜 59 再 59 42 17宝 47 37 8 1 1 宝 59 39 15 4 1
江湖 39 再 39 32 7 農圃 31 再 31 18 12 1宝 39 27 8 4 宝 31 13 12 6
水貌 25 再 25 22 3 果實 39 再 39 20 19宝 25 21 1 2 1 宝 39 19 17 3
舟楫 26 再 26 23 3 樹木 42 再 42 23 19宝 26 21 5 宝 42 26 15 1
人品 95 再 95 60 35 花品 36 再 36 22 14宝 96 54 25 13 3 1 宝 36 22 14
官爵 43 再 42 31 10 1 -1 草卉 14 再 14 6 8宝 43 27 8 8 宝 14 9 3 2
天倫 71 再 71 42 28 1 宮宅 37 再 37 16 21宝 72 40 27 3 2 宝 37 17 16 4
頭部 35 再 35 15 20 都邑 32 再 32 22 10宝 35 13 19 3 宝 32 22 5 3 2
身部 79 再 78 51 27 -1 味臭 20 再 20 11 9宝 79 44 26 8 1 宝 20 16 4
形貌 34 再 34 18 15 1 喫貌 25 再 25 17 8宝 34 16 12 6 宝 25 16 8 1
羽族 62 再 62 34 28 熟設 27 再 27 21 6宝 61 30 24 7 -1 宝 27 22 1 4
総計 778 再 776 533 237 6 0 0 0 -2 0 買賣 60 再 60 41 18 1宝 779 471 212 74 14 0 6 -4 2 宝 59 39 17 3 (1)
卷3
墓寺 49 再 49 34 15 疾病 74 再 74 41 33宝 49 37 11 1 宝 73 38 31 4 -1
金寳 34 再 34 21 13 行動 44 再 44 25 19宝 34 22 8 4 宝 46 31 10 2 -1 3
鋪陳 20 再 20 13 7 総計 741 再 741 453 284 4 0 0 0 0 0宝 20 11 7 2 宝 739 431 236 62 7 0 0 -4 3
布帛 59 再 59 38 18 3
卷4
靜止 25 再 25 16 9宝 59 26 19 14 宝 23 17 6 -2
彩色 33 再 33 26 7 手運 45 再 45 34 11宝 30 16 13 1 -3 宝 37 29 4 3 -9 1
衣冠 43 再 43 32 11 足使 18 再 17 12 5 -1宝 43 22 12 9 宝 15 12 2 1 -3
女飾 28 再 28 22 6 心動 38 再 38 28 10宝 28 17 3 8 宝 28 18 6 4 -10
盛器 38 再 38 32 6 言語 58 再 58 41 17宝 38 23 7 8 宝 46 28 7 11 (4) -8
織器 25 再 25 19 6 語辭 79 再 78 54 23 1 -1宝 24 12 1 10 -2 1 宝 60 45 6 9 -19
鐵器 43 再 42 38 4 -1 心使 42 再 40 27 13 -2宝 43 34 1 8 宝 35 15 7 11 2 -8
雜器 44 再 44 34 9 1 四端 28 再 28 20 8宝 44 24 11 8 -1 1 宝 23 15 4 4 -5
風物 36 再 36 26 8 2 大多 52 再 52 45 5 2宝 34 23 5 6 -2 宝 38 35 3 -14
視聽 13 再 13 10 2 1 範圍 46 再 46 34 12宝 12 7 2 3 -1 宝 30 22 5 3 (1) -15
車輪 18 再 18 16 2 雜語 189 再 187 125 62 -2宝 16 10 2 4 (1) -1 宝 134 82 26 24 2 -56
鞍具 35 再 35 26 9 逍遙 116 再 115 86 29 -1宝 35 25 2 8 宝 111 86 16 9 -5
戱物 22 再 22 15 6 1 天干 再宝 22 12 9 1 宝
政刑 38 再 38 28 10 地支 再宝 45 16 8 11 1 7 2 -1 宝
文式 41 再 41 26 15 総計 736 再 729 522 204 3 0 0 0 -7 0宝 39 20 10 9 -2 宝 580 404 92 79 0 -5 4 -154 1
武備 44 再 44 30 14宝 42 20 14 7 -3 1
征戰 55 再 55 36 19宝 46 28 12 6 -9
飯食 49 再 49 34 14 1宝 40 24 12 4 -9
総計 767 再 766 556 201 9 0 0 0 -1 0 総計 初 3022 再 3012 2064 926 22 0 0 0 -10 0宝 743 429 169 131 2 7 2 -34 3 宝 2841 1735 709 346 23 7 12 -196 9
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明治前期に刊行された 『交隣須知』 の韓国語文の比較研究
3. 初刊本と再刊本における韓国語文の比較
初刊本(総見出し語：3022項目)と再刊本(総見出し語：3012項目)の韓国語文を比べる
と、初刊本と同じと見なせる項目が2990項目6)で大多数である。また、初刊本と再刊本は8
項目が異なり、初刊本に対応する韓国語文がないのは10項目で7)、初刊本と再刊本は校正
はされたものの、ほとんど同様であることが分かる。
<初刊本にあって再刊本にない例>
<初刊本と再刊本で異なる単語>
  
<文が変更された項目>
6) 初刊本と再刊本が同じと見なせる2990項目のうち、初刊本と再刊本に変化がない項目が2064項目であり、他に、終結語
尾の変化「例:허옵네>허옵네다」、口蓋音や濃音表記の変化「例:죳오니>둇오니, 어라>쓸어라」、「다>허
다」の綴りの変化、誤字の訂正などを含む。実際に釜山市立市民図書館の初刊本に施されている墨書・朱書・加筆など
の校正部分は再刊本に多く反映されている。오재혁(2018:34-35)にも初刊本と再刊本の違いが示されている。
7) 齊藤明美(1998b:247-249)は、① 欄外説明の有無による相違が17例、② 見出し語の違いが25例、③ 見出し語の有無に
よる相違が11例、④ 見出し語の順の違いが3例、⑤ 対訳日本語の相違が5例あると言う。ただ初刊本と再刊本における
韓国語文の相違点については触れていない。そのうち、③の見出し語の有無による相違の11例と、再刊本で韓国語文が
なくなった項目と関わるが、齊藤(1998b)で提示された⑱の「雇」は初刊本に見出し語漢字がないが、韓国語文は初刊
本と再刊本で同じであり(初一41b 고공사리허는(後略) 再一41b 雇 고공사리허는(後略))、再刊本で韓国語文がなく
なったのは10例である。
8)「官爵」の部門に「水使」の見出し語が2例あり、再刊本で重複した「初一38a 水使」の項目を削除したと考えられる。
   
初一36a 水使 슈를슈군졀라허고 宝一27b 同左 再一36a 水使 同左
初一38a 水使 슈를슈군졀라허니 宝一29a 同左 再刊本　なし
9) 卷一の「人品」の部門にも「奉足」の見出し語があり、再刊本では重複した卷四の「奉足」を削除したと考えられる。
   
初一29a 奉足 봉죡는쟈가만외 宝一22a 봉죡는쟈가만외다 再一29a 奉足 봉죡는쟈가만외다
初四07b 奉足 봉쥭허는놈이만오 宝迫本 なし 再刊本　なし
10)「누에곳치못지는」と訂正されている。
11) 再刊本は、その後の朝鮮語学習書に影響を与えた。例えば、見出し語「姓」の韓国語文は再刊本の韓国語文が『日韓英
三國對話』(1892年)や校訂本などに使われている。「三」は『日韓英三國對話』を示す。以下同一。
  三62 죠션의는 셩이 여러시요 三62 셩이 여러시나 뉵셩이 고지셩이요
  三63 그리허고 그 뉵셩은 무어시라 허오 三63 고지뉵셩은 니 김 최 안 뎡 박이요
初一05a 天動 누에올니지아닌10)젼에텬동허면다리옴네 
宝一04a 누에올니기젼에텬동허면다리옴네다 再一05a 天動 누에가곳치못지은젼에쳔동허면다리옴네 
初一42b 姓 죠션은셩이여러셩이오나본데뉵셩이오니　
宝一32b　同上
再一42b 姓 죠션은셩이여러셩이나니김최안뎡박뉵셩이고
지셩이오니11)
初二22b 大同米 대동미는각고올에잇네 
宝二16b 대동미를각고올이계미년부터작젼허여밧치옵네다 
再二22b 大同米 대동미를각고울에셔계미년붓허작젼허여
밧치옵네다
初二44b 貸 어쓴 初三11a 改只紬 기쥬 初三11b 錦緞 졍비단 初三42a 蹴跼 유명다 初三59b 糗 미시 初四19b 蹰躇 앗오라 
宝二32b 同上 宝三08a 同上 宝三08a 同上 宝三40b 同上 宝三40b 同上 宝四11a 同上
再二44b 어준   再三11a 증 再三11b 졍금단 再三42a 용다 再三59b 강밥 再四19b 기오리
初一38a 水使8) 슈를슈군졀라허니 宝一29a　同左
再刊本　なし
初一51a 唾 춤은아니보게밧트면사이올케너기옵느니 宝一38b 춤은아니보게밧틉소  
初三29a 鉗 쟈갈은여졔어허거니 宝三20b　同左
初四07b 奉足9) 봉쥭허는놈이만오 なし
初四20a 姑 아직만이두옵소 なし
初四22a 秘 비밀이허여셔일된후에다알게허소 宝四12b 비밀이허옵시오  
初四23b 斗護 두호야주옵쇼셔 宝四13b　同左
初四38b 辭 긴셜말고래가소 なし
初四42a 久 오래간만에보왓슴네 宝四22b 오래간만에보왓슴네다
初四48b 班班 알욱々々니곱나 なし
4. 初刊本と宝迫本における韓国語文の比較
初刊本(総見出し語：3022項目)と宝迫本(総見出し語：2841項目)の韓国語文を比べる
と、初刊本と宝迫本が同じであると見なせる韓国語文は2044例12)、初刊本にあって宝迫本
にない韓国語文が196例、初刊本になく宝迫本にある韓国語文が9例13)、初刊本と宝迫本で
異なる韓国語文は369例であり、宝迫本では初刊本に多くの修正を行なったことがわかる。
<初刊本になく宝迫本に追加された例>14)
<初刊本にあって宝迫本で削除された例>15) 
  校訂本) 죠션은셩이여러셩이잇셔도그즁에니김최안뎡박뉵셩이고로대셩이외다
12) 初刊本と宝迫本の韓国語文が同じと見なせる2044例のうち、初刊本と宝迫本の韓国語文が同じである例が1735例で、
他に誤字の訂正、終結語尾の変化、濃音表記の変化などを含む。
13) 齊藤明美(1998a:162)の調査では、① 再刊本にあって宝迫本にない韓国語文が199例で、② 再刊本になく宝迫本にあ
る韓国語文が27例であるとしている。
14) 齊藤明美(1998a:164-165)で再刊本になく宝迫本にある韓国語文として提示した27例のうち、次の項目は初刊本と再刊
本にある。
初二55a 揖 읍허고안즈며말는법이어룬외다 再二55a 揖 同左 宝二41a 읍허옵소
初四22b 幻弄 활롱을부려의일을희짓지마오 再四22b 幻弄 同左 宝四13a 의일을희짓지말렷다
初四44a 符 부작을써부치면잡귀가오지아니허느니라 再四44a 符 同左 宝四24a 잡귀가온단말은들을말이라
初三60b 江正 강졍은상에놋슴네 再三60b 江正 강졍은상에놋슴네다 宝三41a 강졍은상에놋슴네다
<他の部門に見出し語がある項目>
初三38a 拿 잡어다가가두니불샹허외다 再三38a 拿 同左 宝三30a 잡엇다가가두니불샹다
初二46b 質 이사은볼모사마두어쓰니빗갑더부러가거라 再二46b 質 同左 宝三31a 이사은볼모삼을거시니그리알나
初四11b 訴 하슈연셔그놈이죄를닙엇나 再四11b 訴 同左 宝三32a 同左
初四11b 分揀 션악을분간야셔쳐분을옵쇼셔 再四11b 分揀 同左 宝三32a 션악을분간야셔쳐분을하옵쇼셔
初四11b 决 쳐결을공평이허시니지당외다 再四11b 决 同左 宝三32a 同左
初四11b 訟 숑는두편말을다드러쳐단허여야올오니 再四11b 訟 同左 宝三32a 同左
初四31a 廢 폐야샹사이되게허니불샹허오 再四31a 廢 同左 宝三32a 폐야샹사에되엿다
　次の項目は、初刊本にはあり、再刊本には削除されている項目である。
初一38a 水使 슈를슈군졀라허니 再刊本 なし 宝一29a 同初刊本
初三29a 鉗 쟈갈은여졔어허거니 再刊本 なし 宝三20b 同初刊本
初四22a 秘 비밀이허여셔일된후에다알게허소 再刊本 なし 宝四12b 비밀이허옵시오
初四23b 斗護 두호야주옵쇼셔 再刊本 なし 宝四13b 同初刊本
初四42a 久 오래간만에보왓슴네 再刊本 なし 宝四22b 오래간만에보왓슴네다 
15)　齊藤明美(1998a:164-165)は、初刊本ではなく再刊本と宝迫本を比較し、宝迫本になく再刊本にある韓国語文199例を
提示しているが、次の11項目は宝迫本に対応する韓国語文がある。(番号は齊藤(1998a)に提示された番号)
  
5) 初二46b 質 14) 初三31b 挑燈 19) 初三38a 拿 43) 初三60b 江正 69) 初四11b 訴 70) 初四11b 訟
71) 初四11b 分揀 72) 初四11b 决 132) 初四31a 廢 174) 初四39b 次 195) 初四46b一當百
  また、齊藤明美(1998a)に提示されていないが、この表の次の5項目は初刊本と再刊本にあるが、宝迫本にはない。
  5) 初二13a 蝙蝠 6) 初二14a 虫 53) 初四05b 扶執 125) 初四30b 斷 193) 初四52b 漸漸
  この表の次の3項目は、初刊本にあって、再刊本と宝迫本にない項目である。
  93) 初四20a 姑 166) 初四38b 辭 192) 初四48b 班班
1) 初一01b 老人星 34) 初三58b 肉 67) 初四10b 辯 100) 初四23a 操心 133) 初四33a 否 166) 初四38b 辭
2) 初一01b 三台星 35) 初三58b 膾 68) 初四11a 誣 101) 初四23b 覔呈 134) 初四33a 念慮 167) 初四38b 期
3) 初一02a 朗 36) 初三59b 肴 69) 初四12b 譏 102) 初四24a 孝 135) 初四32b 吝 168) 初四38b 當
4) 初一58a 啄 37) 初三57b 羹 70) 初四13a 是 103) 初四24b 讓 136) 初四33a 各 169) 初四39a 摘姦
宝一01b 흐리니비올가시푸외다 宝二41b 칩터보옵소 宝三23a 풍우침을구야주옵소
宝一25a 얼굴이입분사이올시다 宝二41b 립터보와라 宝三36b 갑텰함은다시우쇠로진는병션이올시다
宝二41b 자니니무슴일이잇는가 宝三18b 노를고아라 宝四04a 친친아라
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4. 初刊本と宝迫本における韓国語文の比較
初刊本(総見出し語：3022項目)と宝迫本(総見出し語：2841項目)の韓国語文を比べる
と、初刊本と宝迫本が同じであると見なせる韓国語文は2044例12)、初刊本にあって宝迫本
にない韓国語文が196例、初刊本になく宝迫本にある韓国語文が9例13)、初刊本と宝迫本で
異なる韓国語文は369例であり、宝迫本では初刊本に多くの修正を行なったことがわかる。
<初刊本になく宝迫本に追加された例>14)
<初刊本にあって宝迫本で削除された例>15) 
  校訂本) 죠션은셩이여러셩이잇셔도그즁에니김최안뎡박뉵셩이고로대셩이외다
12) 初刊本と宝迫本の韓国語文が同じと見なせる2044例のうち、初刊本と宝迫本の韓国語文が同じである例が1735例で、
他に誤字の訂正、終結語尾の変化、濃音表記の変化などを含む。
13) 齊藤明美(1998a:162)の調査では、① 再刊本にあって宝迫本にない韓国語文が199例で、② 再刊本になく宝迫本にあ
る韓国語文が27例であるとしている。
14) 齊藤明美(1998a:164-165)で再刊本になく宝迫本にある韓国語文として提示した27例のうち、次の項目は初刊本と再刊
本にある。
初二55a 揖 읍허고안즈며말는법이어룬외다 再二55a 揖 同左 宝二41a 읍허옵소
初四22b 幻弄 활롱을부려의일을희짓지마오 再四22b 幻弄 同左 宝四13a 의일을희짓지말렷다
初四44a 符 부작을써부치면잡귀가오지아니허느니라 再四44a 符 同左 宝四24a 잡귀가온단말은들을말이라
初三60b 江正 강졍은상에놋슴네 再三60b 江正 강졍은상에놋슴네다 宝三41a 강졍은상에놋슴네다
<他の部門に見出し語がある項目>
初三38a 拿 잡어다가가두니불샹허외다 再三38a 拿 同左 宝三30a 잡엇다가가두니불샹다
初二46b 質 이사은볼모사마두어쓰니빗갑더부러가거라 再二46b 質 同左 宝三31a 이사은볼모삼을거시니그리알나
初四11b 訴 하슈연셔그놈이죄를닙엇나 再四11b 訴 同左 宝三32a 同左
初四11b 分揀 션악을분간야셔쳐분을옵쇼셔 再四11b 分揀 同左 宝三32a 션악을분간야셔쳐분을하옵쇼셔
初四11b 决 쳐결을공평이허시니지당외다 再四11b 决 同左 宝三32a 同左
初四11b 訟 숑는두편말을다드러쳐단허여야올오니 再四11b 訟 同左 宝三32a 同左
初四31a 廢 폐야샹사이되게허니불샹허오 再四31a 廢 同左 宝三32a 폐야샹사에되엿다
　次の項目は、初刊本にはあり、再刊本には削除されている項目である。
初一38a 水使 슈를슈군졀라허니 再刊本 なし 宝一29a 同初刊本
初三29a 鉗 쟈갈은여졔어허거니 再刊本 なし 宝三20b 同初刊本
初四22a 秘 비밀이허여셔일된후에다알게허소 再刊本 なし 宝四12b 비밀이허옵시오
初四23b 斗護 두호야주옵쇼셔 再刊本 なし 宝四13b 同初刊本
初四42a 久 오래간만에보왓슴네 再刊本 なし 宝四22b 오래간만에보왓슴네다 
15)　齊藤明美(1998a:164-165)は、初刊本ではなく再刊本と宝迫本を比較し、宝迫本になく再刊本にある韓国語文199例を
提示しているが、次の11項目は宝迫本に対応する韓国語文がある。(番号は齊藤(1998a)に提示された番号)
  
5) 初二46b 質 14) 初三31b 挑燈 19) 初三38a 拿 43) 初三60b 江正 69) 初四11b 訴 70) 初四11b 訟
71) 初四11b 分揀 72) 初四11b 决 132) 初四31a 廢 174) 初四39b 次 195) 初四46b一當百
  また、齊藤明美(1998a)に提示されていないが、この表の次の5項目は初刊本と再刊本にあるが、宝迫本にはない。
  5) 初二13a 蝙蝠 6) 初二14a 虫 53) 初四05b 扶執 125) 初四30b 斷 193) 初四52b 漸漸
  この表の次の3項目は、初刊本にあって、再刊本と宝迫本にない項目である。
  93) 初四20a 姑 166) 初四38b 辭 192) 初四48b 班班
1) 初一01b 老人星 34) 初三58b 肉 67) 初四10b 辯 100) 初四23a 操心 133) 初四33a 否 166) 初四38b 辭
2) 初一01b 三台星 35) 初三58b 膾 68) 初四11a 誣 101) 初四23b 覔呈 134) 初四33a 念慮 167) 初四38b 期
3) 初一02a 朗 36) 初三59b 肴 69) 初四12b 譏 102) 初四24a 孝 135) 初四32b 吝 168) 初四38b 當
4) 初一58a 啄 37) 初三57b 羹 70) 初四13a 是 103) 初四24b 讓 136) 初四33a 各 169) 初四39a 摘姦
宝一01b 흐리니비올가시푸외다 宝二41b 칩터보옵소 宝三23a 풍우침을구야주옵소
宝一25a 얼굴이입분사이올시다 宝二41b 립터보와라 宝三36b 갑텰함은다시우쇠로진는병션이올시다
宝二41b 자니니무슴일이잇는가 宝三18b 노를고아라 宝四04a 친친아라
－  76  － －  77  －
明治前期に刊行された 『交隣須知』 の韓国語文の比較研究
<初刊本の見出し語が宝迫本で２つの項目になっている例>
初刊本と宝迫本において、韓国語文の単語や表現を修正した項目のうち、大きく変更さ
れた例は以下の通りであり、変更が少ない項目は附録2に載せる。
<初刊本と宝迫本の韓国語文で大きく変更された例>
5) 初二13a 蝙蝠 38) 初三59b 豉汁 71) 初四13a 吳 104) 初四24b 信 137) 初四33b 事 170) 初四39b 元
6) 初二14a 虫 39) 初三58a 正果 72) 初四14a 欺 105) 初四25a 驗 138) 初四33b 慰 171) 初四39b 負
7) 初三15b 玄 40) 初三61a 飯饌 73) 初四14b 巧言 106) 初四25a 效他 139) 初四33b 禁 172) 初四39b 待
8) 初三16a 黃 41) 初二53b 痣 74) 初四14b 稱讚 107) 初四26b 夭 140) 初四33b 何 173) 初四40a 綻
9) 初三16a 紅 42) 初二56a 向 75) 初四15a 必 108) 初四26b 高 141) 初四34a 苦 174) 初四40b 作
10) 初三26a 桶 43) 初四02b 伏 76) 初四15a 是 109) 初四26b 長 142) 初四34a 勞 175) 初四40b 貫
11) 初三26b 掛箱 44) 初四02b 顚 77) 初四15a 又 110) 初四27a 短 143) 初四34a 漸 176) 初四41a 要
12) 初三30b 炬 45) 初四03b 搔 78) 初四15b 得 111) 初四27a 尊 144) 初四34b 交 177) 初四41a 煩據
13) 初三35a 歌 46) 初四03b 抽 79) 初四15b 復 112) 初四27a 遠 145) 初四34b 恠 178) 初四41b 執
14) 初三35a 舞 47) 初四03b 拾 80) 初四16a 正 113) 初四27a 近 146) 初四34b 每 179) 初四41b 呈
15) 初三36a 眄 48) 初四04a 掛 81) 初四16a 精 114) 初四27b 塊 147) 初四34b 特 180) 初四42a 用
16) 初三37b 載 49) 初四04a 擇 82) 初四16b 便 115) 初四28a 獨 148) 初四35a 侍 181) 初四42a 費
17) 初三46a 公事 50) 初四04b 挾 83) 初四16b 就中 116) 初四28a 秘 149) 初四35b 別 182) 初四42b 處置
18) 初三48b 硯 51) 初四04b 擔 84) 初四17a 合當 117) 初四29a 大 150) 初四35b 險 183) 初四42b 謀害
19) 初三49a 畫 52) 初四05a 捕 85) 初四17a 故 118) 初四28b 小 151) 初四36a 凶 184) 初四44a 着實
20) 初三50a 小刀 53) 初四05b 扶執 86) 初四17b 最 119) 初四29a 尖 152) 初四36a 違 185) 初四44b 悉
21) 初三50a 甲 54) 初四06b 步 87) 初四18a 長 120) 初四29a 篠 153) 初四36a 免 186) 初四44b 串
22) 初三52a 大鐘 55) 初四07b 奉足 88) 初四18b 或 121) 初四30a 得 154) 初四36b 欹 187) 初四45a 奔走
23) 初三59b 滓 56) 初四07b 痠 89) 初四18b 卽 122) 初四30a 有 155) 初四36b 碎 188) 初四45a 碍
24) 初三56a 戰 57) 初四08a 悲 90) 初四19a 若 123) 初四30a 難 156) 初四36b 結 189) 初四45b 知委
25) 初三53b 怯 58) 初四08a 怒 91) 初四19a 甚 124) 初四30b 承 157) 初四37a 裹 190) 初四45b 崇尙
26) 初三54b 殺 59) 初四08a 憂 92) 初四19a 自然 125) 初四30b 斷 158) 初四37a 皆 191) 初四46b 入侍
27) 初三54b 亡 60) 初四08a 哀 93) 初四20a 姑 126) 初四30b 盛 159) 初四37a 解 192) 初四48b 班班
28) 初三56b 敗 61) 初四08b 憫 94) 初四21b 疑 127) 初四31a 棄 160) 初四37a 先 193) 初四52b 漸漸
29) 初三55a 對敵 62) 初四09a 畏 95) 初四22a 忘 128) 初四31a 害 161) 初四37a 滿 194) 初四53a 灼灼
30) 初三56b 守 63) 初四09a 感 96) 初四22b 慇懃 129) 初四31a 取 162) 初四37b 同 195) 初四54a 搖搖
31) 初三56b 獵 64) 初四09b 笑 97) 初四22b 惜 130) 初四32b 補 163) 初四37b 兼 196) 初四54b 纔纔
32) 初三55a 拔 65) 初四09b 哭 98) 初四22b 念 131) 初四32b 夥 164) 初四38a 離別
33) 初三58a 餠 66) 初四10a 心火 99) 初四23a 輔 132) 初四32b 行 165) 初四38b 殊
初一08a 正月 졍월은샹원날이읏이요대개시가졀일
긔는다태음녁으로니름이올시다
再一08a 正月
        同左
宝一07a 졍월은샹원날이읏이요
宝一07a 태음녁으로쓰는나라흔드믈게야잇네다
初一14b 望 태음녁으로는열닷날을보름이라허거니와
태양녁은회삭이른고로만월를망이라허옵네
再一14b 望 
   -허옵네다
宝一06b 셰샹은대개태양녁을쓰옵네다
宝一12a 만월을보름이라허옵네다
初一42a 我 내게는아들이다섯시요손가여러시오니 再一42a 我
        同左
宝一32a 내게는아들이다섯시잇네다
宝一32a 손가여러시오니
初四22b 幻弄 활롱을부려의일을희짓지마오 再四22b 幻弄
        同左
宝四12b 환롱을부린단말은실업슨말이라
宝四13a 의일을희짓지말렷다
初四22b 幻弄 활롱을부려의일을희짓지마오 再四44a 符
        同左
宝四23b 부작을써부친다고무슨효험이잇슬
宝四24a 잡귀가온단말은들을말이라
初三44a 威 위엄이진동허여쓰니뎍국이겁내여감히움주
기지못허옵느니
再三44a 威
        同左
宝三30b 위엄이진동허옵네다
宝三30b 뎍국이겁내여감히움주기지못허옵느니
初一01a 天 하늘이쳥명허외다 宝一01a 하늘일을 알려허고 텬문학을 옵네다
初一01b 日蝕 일식헐적의통의물담보면분수를안다허옵네다 宝一01b 일식은대뎨초론날에잇네다
初一01b 月蝕 월식은샹니르기를개가버혀먹는다허옵데 宝一01b 월식은대강보롬날밤에잇니라
初一02a 日暈 가귀역랏네다 宝一01b 물이다
初一02a 月暈 이귀역랏소 宝一01b 이물을뫼왓네다
初一06a 彗星 혜셩은길치아닌별이로세 宝一05a 혜셩을죠션에셔미셩이라허옵네다
初一07a 夏 녀름은날도심히덥고쟝마도지리니민망허외다 宝一05b 녀름은인도디방은장덥고견듸지못다허옵네다
5. 終わりに
本稿では、日本における最初の朝鮮語学習書であり、江戸期から明治前期においてもっ
とも広く使われた『交隣須知』のうち、明治前期に刊行された明治14年刊『交隣須知』(初
刊本)、明治16年刊『再刊交隣須知』(再刊本)、白石氏蔵版『交隣須知』(宝迫本)の3本に
おける韓国語文を対象に、初刊本と再刊本、初刊本と宝迫本の韓国語文の違いを調査し
た。
分析結果をみると、初刊本から再刊本においては、韓国語文の誤りを訂正したものの、
大多数の韓国語文は同じであることが分かり、初刊本と宝迫本においては、宝迫本には初
刊本と違って見出し語がなく、対訳の日本語文を上段に示し、また韓国語文の変化が多い
ことがわかる。
交隣須知は開化期の日本語と韓国語の口語的な特徴がよく反映されており、この研究は
今後の交隣須知および明治期の朝鮮語学習書に関する基礎研究になる。今後、他の朝鮮語
学習書を総合的に考察し、明治期の交隣須知の影響を考察していきたい。
<參考文獻>
小倉進平(1936)「交隣須知』に就いて」『国語と国文学』13卷6号
福島邦道(1983)「『交隣須知』の初刊本」『実践国文学』第24号
福島邦道,岡上登喜男(1990)『明治14年版交隣須知:本文及び総索引』笠間書院
齊藤明美(1998a)「明治16年版『交隣須知』について」『日本文化学報』第5輯
齊藤明美(2002)『『交隣須知』の日本語』至文堂
陳南澤(2010)「『日韓英三國對話』におけるハングル表記と仮名音註について」『大学教育研
究紀要』第６号
成玧妸(2008)『近代日本語資料としての朝鮮語会話書―明治期朝鮮語会話書の特徴とその日本
語―』東京大学博士論文
片茂鎮(2005a)『『交隣須知』の基礎的研究』제이앤씨
片茂鎮(2005b)『諸本対照 交隣須知：「交隣須知の基礎的研究」別冊付錄資料集』제이앤씨
片茂鎮,岸田文隆(2005)『ASTON文庫所蔵 交隣須知:解題·本文·索引』弘文閣
初一09a 十一月 동지은동지잇셔쥭쑤기를슝샹허옵네 宝一07b 동지동지날을녁수지본을삼으니라
初一18a 地 은북이놉다허옵네다 宝一14a 디리학을옴네다
初一26a 米泔水 미감슈에셜을너코먹으면님질에됴타허옵네다 宝一20a 그믈에미감슈나려라
初一28a 両班 양반인줄모르고말을부로허니괘씸다 宝一21b 양반은칭실이업네다 
初一28b 市人 시졍에손은아모벼슬도못허겟네 宝一22a 시졍에손이라도조잇는사을희여벼슬시켜야올외다
初一28b 民 셩들이관원을공경허옵니 宝一22a 디방관은셩을무휼허여야올갯다
初一51a 屎 쟉루만을실오리되게씨서도냄는나옵네 宝一38b 개가을먹는다
初二04a 猫 괴는쥐도잡고가쥭은담든데면죠흐니 宝二03b 괴란거슨월력이만흔거시올시다
初二04b 猿 잔납이슬피우니낙으네사의슬품을더허옵네 宝二03b 잔납이조라허는쇽담이잇네다
初二05a 角 네ㅣ아니면내담이믄어지랴 宝二04a 로드라
初二06b 白馬 마금편으로낙약셩즁에챵기를고대로샹에왕허셰 宝二05a 마는눈알이흰거시잇네다
初二18b 葛 칠근이아줄을옵네 宝二13b 갈분을어더오라
初二37b 烽燧 봉화는불맛추어변방쇼식을일시에통허는거시라 宝二27b 뎐신긔가잇시후는봉화도쓸데업는거시라
初二37b 水路 슈로는비록쉽케가도위니뭇트로가거져허옵네다 宝二27b 슈로로갈제는부듸화륜션을고가옵시오
初三01b 夜叉 사졍신을어리치게는거슬야채라허고독이는혹고
이변을진느니라
宝三01a 궁니학을아는사은야채나독이나고이
변이업는줄분명이아옵네다
初三44a 罰 벌은벌대로거시로되경이여야올오니 宝三30b 율법을샹고후에형벌을뎡옵소
－  78  －
陳 南 澤
5. 終わりに
本稿では、日本における最初の朝鮮語学習書であり、江戸期から明治前期においてもっ
とも広く使われた『交隣須知』のうち、明治前期に刊行された明治14年刊『交隣須知』(初
刊本)、明治16年刊『再刊交隣須知』(再刊本)、白石氏蔵版『交隣須知』(宝迫本)の3本に
おける韓国語文を対象に、初刊本と再刊本、初刊本と宝迫本の韓国語文の違いを調査し
た。
分析結果をみると、初刊本から再刊本においては、韓国語文の誤りを訂正したものの、
大多数の韓国語文は同じであることが分かり、初刊本と宝迫本においては、宝迫本には初
刊本と違って見出し語がなく、対訳の日本語文を上段に示し、また韓国語文の変化が多い
ことがわかる。
交隣須知は開化期の日本語と韓国語の口語的な特徴がよく反映されており、この研究は
今後の交隣須知および明治期の朝鮮語学習書に関する基礎研究になる。今後、他の朝鮮語
学習書を総合的に考察し、明治期の交隣須知の影響を考察していきたい。
<參考文獻>
小倉進平(1936)「交隣須知』に就いて」『国語と国文学』13卷6号
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初一09a 十一月 동지은동지잇셔쥭쑤기를슝샹허옵네 宝一07b 동지동지날을녁수지본을삼으니라
初一18a 地 은북이놉다허옵네다 宝一14a 디리학을옴네다
初一26a 米泔水 미감슈에셜을너코먹으면님질에됴타허옵네다 宝一20a 그믈에미감슈나려라
初一28a 両班 양반인줄모르고말을부로허니괘씸다 宝一21b 양반은칭실이업네다 
初一28b 市人 시졍에손은아모벼슬도못허겟네 宝一22a 시졍에손이라도조잇는사을희여벼슬시켜야올외다
初一28b 民 셩들이관원을공경허옵니 宝一22a 디방관은셩을무휼허여야올갯다
初一51a 屎 쟉루만을실오리되게씨서도냄는나옵네 宝一38b 개가을먹는다
初二04a 猫 괴는쥐도잡고가쥭은담든데면죠흐니 宝二03b 괴란거슨월력이만흔거시올시다
初二04b 猿 잔납이슬피우니낙으네사의슬품을더허옵네 宝二03b 잔납이조라허는쇽담이잇네다
初二05a 角 네ㅣ아니면내담이믄어지랴 宝二04a 로드라
初二06b 白馬 마금편으로낙약셩즁에챵기를고대로샹에왕허셰 宝二05a 마는눈알이흰거시잇네다
初二18b 葛 칠근이아줄을옵네 宝二13b 갈분을어더오라
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初三44a 罰 벌은벌대로거시로되경이여야올오니 宝三30b 율법을샹고후에형벌을뎡옵소
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<附録1>　初刊本にあって宝迫本にない例：再刊本では変更された部分だけを示す。
初刊本 再刊本 初刊本 再刊本
1) 初一01b 三台星 삼셩은인간삼공의응헌별이라허오 101) 覔呈 차져드리오리다
2) 初一01b 老人星 노인셩은남방의나되보는사은쟝슈다허
지요 102) 孝 효셩으로부모를셍기니긔특외다 외다>허외다
3) 初一02a 朗 그집은진실로명낭이잘지엿네 103) 讓 양허는거슨녜에올흐니라
4) 初一58a 啄 라리의임이될연졍쇼의뒤는되지말라 > 104) 信 가신의업쓰면이역시그러허니라
5) 初二13a 蝙蝠 박는밤에만라니고나졔는가만니잇스니
고약거시로다 105) 驗 효험보왓슴네 -보왓슴네다
6) 初二14a 虫 벌네먹엇슴네 -먹엇오 106) 效他 의일을본바들지라도더러운즛슬랑은본밧지마소
7) 初二53b 痣 졈백이는보기가흉허니라 107) 夭 일직죽은사을요라허느니라 일직>일즉
8) 初二56a 向 이리향야와쓰니필경무슨일이인는가시푸외다 야>허여 108) 高 놉가하늘튼거시잇슬가보냐
9) 初三15b 玄 가문빗치로다 109) 長 긴거슬쟈르게허여라
10) 初三16a 黃 누른빗죠외 110) 短 쟈른거슨니어써라
11) 初三16a 紅 불근빗치더옥둇소 111) 尊 놉푼냥반에후예로다
12) 初三26a 桶 통에물기러라 112) 遠 먼데를밧비겨오니오죽곤랴 다>허더
13) 初三26b 掛箱 벼루너흔괘샹가져오라 113) 近 갓가온데야절노쉬녀오리다
14) 初三30b 炬 홰을켜야어둔밤에길을가느니라 114) 塊 덩이를려내여노라
15) 初三35a 舞 춤은풍뉴가됴와야춤추기둇오니 115) 秘 비밀헌일을뎍어쓰니불에어라
16) 初三35a 歌 노래를잘부루면쇼뎍소리와맛씁네다 116) 獨 혼자담당허기어렵다
17) 初三36a 眄 도라보와도아무두오느니업네다 117) 小 젹은거슨려내여라
18) 初三37b 載 시른거시만으니짐이무거워가지못시푸오 118) 大 큰거슨쓰기됴흐니라
19) 初三46a 公事 공를부즈런이허는관원이올세 119) 尖 치쥭허니아모거시라두기둇다
20) 初三48b 硯 벼루는먹이쉬이니되늘어야픔이됴으니라 120) 篠 시누루울을막어라 시누>식
21) 初三49a 畫 그림은긔가잇셔야명화라옵네 -옵네다 121) 得 어든거슬깃거말라
22) 初三50a 甲 갑옷슬닙어보니젼쟝에님야도관계치아닐듯
시푸외다 122) 有 인는거슬업다허고긔이지말렷다
23) 初三50a 小刀 쇼도가아무리든들큰거슨못버히거든 123) 難 어려운일을쥬션야내여야능다허느니 야>허여
24) 初三52a 大鐘 큰쇠북소리는산을넘어들니느니라 124) 承 니어로손만당허오 々
25) 初三53b 怯 겁을내면뎍인이업쓔이너기느니라 125) 斷 공부를어지지말고부듸년쇽키허옵소
26) 初三54b 亡 도망허든놈을잡어오거든사야라 126) 盛 셩야거룩키버쳣허오
27) 初三54b 殺 쥑이지말고항복을바더라 127) 棄 버려벼슬을아니식키신들엇지헐
28) 初三55a 拔 혀내다가쓰니모든사이용슈치못허옵네 혀>여 128) 害 을해롭게허면도루여제게해가밋기쉬우리라
29) 初三55a 對敵 뎍기어려워뵈오니아리화친을쳥옵
세 옵세>허옵세 129) 取 바더왓더냐
30) 初三56a 戰 싸음은쟝슈의지혜가읏이오니 130) 補 관가에셔보부죡야주시옵네 -주시옵네다
31) 初三56b 獵 산양도수가잇셔오늘은아무것도못잡엇네 -잡엇네다 131) 夥 무리를과연이지여목졍에셔노옵데 夥然 목졍>목쟝
32) 初三56b 敗 패야위디경에가셔사라왓슴네 -왓슴네다 132) 行 기를날마당새로이허옵소
33) 初三56b 守 직희기를굿게허니셩이부실여도견되오리 여도>허여도 133) 吝 너무악기지마라 마라>말라
34) 初三57b 羹 국은더온김에먹으면마시더허니라 134) 否 못허옵네 못허옵네다
35) 初三58a 餠 은아무리만이먹어도밥각이나옵네 -나옵네다 135) 念慮 념녀업슴네다
36) 初三58a 正果 졍과는모무과라도을너허망근거시니라 136) 各 각각소견이다르니아지못허올셰
37) 初三58b 肉 고기는연허고기름이지면마시비샹허오니 137) 事 일마당음과키쉽지아니허오니
38) 初三58b 膾 회는늘게텨야먹기둇커니 138) 慰 위로허여무루시니후의를엇지닛올
39) 初三59b 肴 안쥬를권허옵쇼셔 139) 禁 금허여즁물을샹치아니게허옵소 重物
40) 初三59b 豉汁 국을쥬먹으니술이덜허엿네 -허엿네다 140) 何 엇지쳐치허렴나
41) 初三59b 滓 긔는개나주어라 141) 苦 괴로울라도지속간에번은가는길이외다
42) 初三61a 飯饌 반찬을랑잘야자시옵쇼셔 142) 勞 슈고로이먼길을오시니시오리다
43) 初四02b 伏 업듸여볼기를마즈라허시기로죄업는데맛오
릿가 143) 漸 졈々글이느러가니나즁에는밋츠리업오리 
44) 初四02b 顚 업더져코가져피가난다 144) 交 사귀기를깁피허면졍이연이즁허오니
45) 初四03b 搔 글그면장시원허니라 145) 恠 고이히너겨웃지맙소
46) 初四03b 抽 여내야버리옵소 146) 每 양와계시니든々허외다 
47) 初四03b 拾 주어셔셰여보면알니라 147) 特 툭이쳥허여보옵쇼셔 툭>특
48) 初四04a 掛 거러두고죠셕으로보세 148) 侍 뫼셔서시즁을잘허여라
49) 初四04a 擇 희여쓰시매남은거슨다불용이되엿슴네 -되엿슴네다 149) 別 별노두호허여주시니감샤허외다 
50) 初四04b 挾 녑페고나가면뉘가아올고 150) 險 험길을혼자가니념녀스롭오
51) 初四04b 擔 메구가다가거든싑소 싑소>쉽소 151) 凶 흉말은긔허옵쇼
52) 初四05a 捕 잡어다가관가에고라 152) 違 어긔여진거슬다시뎡게허소 게>허게
53) 初四05b 扶執 붓들고가지말나허여두날이인는가보다 153) 免 면려허니폐가뎍지아니허외다
54) 初四06b 步 거러가기를쳔쳔이허면쟈기보담낫다네 154) 欹 기운거슬바루게곳치소
55) 初四07b 痠 발이저려니러나기어렵다 155) 碎 부서진거슬랑데모아두어라
56) 初四07b 奉足 봉쥭허는놈이만오  なし 156) 結 여두면어듸로러나리
57) 悲 너무슬피우지마옵소 157) 裹 거시허니둇오 々
58) 怒 노염을어야소견이잇다허느니라 158) 皆 다무던야의졋헌거시로셰 야>허여
59) 憂 근심을어덧쓰나셜마오래우릿 159) 解 풀너내니노염을긋쳐계시옵네다
60) 哀 슬푼졍을엇지물고 160) 先 먼져가노라허되아직연고잇셔못가옵네 -못가옵네다
61) 憫 민망헐지라도당헐게업오 161) 滿 차쓰니더너으면넘으리라
62) 畏 무셔워못허게허엿네 -허엿네다 162) 同 가지루라셔여동형뎨로셰 가지>가지
63) 感 감격헌은혜를닙오니명심야보은허오리다 163) 兼 겸야의슈고를더러주옵셰 야>허여
64) 笑 우숨을너무우수면이진실치안타허거니 164) 離別 니별고여러날되면졍이졈々업서지느니 
65) 哭 울기를슬피우니듯는사두눈물이나옵네 -나옵네다 165) 殊 슈샹허니곳쳐저보와라
66) 心火 셩을그리내지마옵쇼셔 166) 辭 긴셜말고래가소 なし
67) 辯 말을잘허면못일도혹되느니라 167) 期 긔약을어긔니신실타리오 리오>허리오
68) 誣 소기고이리더려오옵소 168) 當 맛당니면품야보옵소 面稟 야>허여
69) 譏 긔롱허던데싸음허니우슬게업네 -업네다 169) 摘姦 뎍간면제가엇지숭기올고 면>허면
70) 是 올흔일은올타지 170) 元 읏을뎨일이라허옵네 -허옵네다
71) 吳 기우러지면그릇시업더지느니라 171) 負 지구가다가무겁거든쉬여라
72) 欺 소긴들관계리 리>허리 172) 待 기리다못야문박케나와셧네 야>허여-나와셧네다
73) 巧言 말슴을공교이마오 173) 綻 터진데를바늘노호와주소
74) 稱讚 칭찬허기를마지안트라 174) 作 지어내니맛치맛고나
75) 必 반드시됴흔일이잇슬시니가겨오라 175) 貫 여야라두어라
76) 是 이거시장아름다운일이로다 176) 要 종요로은거슬업쎼지마라
77) 又 됴흔긔별이올듯허오 177) 煩據 번거소임을맛터쓰니민망허오
78) 得 어던후에는다시욕심내지마소 178) 執 잡은거슨놋치마소
79) 復 다시보고글을니켜야느러가리라 179) 呈 뎡셔드린후답셔간을속키맛더내옵쏘 呈書
80) 正 졍그러허면틈을어더보오리라 180) 用 쓰는데가만어부비가젹지아니허오 浮費
81) 精 졍신을드려공부허면이루지못헐가 181) 費 허비를이리만이허고엇지지고
82) 便 이하인편에붓져보내옵쇼셔 182) 處置 쳐치를허시면오죽죠을잇가
83) 就中 나아가는죵에자허여뵈옵데 죵에>즁에 183) 謀害 모해허려허다가도루여제게환이낫네
84) 合當 합당허니그리허시요 184) 着實 챡실이닐너어근나지안케허쇼셔
85) 故 그런고로그만야긋지옴데다 데다>네다 185) 悉 다셰이아러쓰니그만긋치게허소
86) 最 장랑시니평닛지아닐가시푸외다 186) 串 쇠곳치로너죽겨도방헌놈은불샹치아느니라
87) 長 기리숨쉬고그대지곡졍마옵소 곡졍>걱졍 187) 奔走 분주헌에직리지말라
88) 或 훅[혹]그런소문이잇슨들남가두려허랴 훅>혹 188) 碍 걸으민망허오
89) 卽 즉시쳐치허옵소 189) 知委 지위를드른후에난잡피구오 亂雜 구오>구오릿가
90) 若 만일그런졍이잇스면엇지 190) 崇尙 슝샹허는일은대루옵소 옵소>허옵소
91) 甚 심이어렵마는심대로쥬션허오리다 191) 入侍 입시허신다
92) 自然 연이그리된일이니뉘타슬헐 192) 班班 알욱々々니곱나 なし
93) 姑 아직만이두옵소  なし 193) 漸漸 졈々저저간다 
94) 疑 의심을낼시면엇지의합헐가시푸온고 194) 灼灼 불긋々々치셕양에더욱빗치난다 
95) 忘 닛지마시고명심허여계시쇼셔 -계시옵쇼셔 195) 搖搖 흔들々々요동헌다 
96) 慇懃 은근이졉허시니감샤옵다 196) 纔纔 가스로면헌가시푸오 
97) 惜 악는악도줄에는만이주는거시올오니
98) 念 념녀ㅣ얏니그약효험이잇셔회복허엿슴네 ㅣ>
99) 輔 나라돕기를심쓰시는샹이올셰
100) 操心 조심허여시비를듯지말게옵소
－  80  －
陳 南 澤
38) 初三58b 膾 회는늘게텨야먹기둇커니 138) 慰 위로허여무루시니후의를엇지닛올
39) 初三59b 肴 안쥬를권허옵쇼셔 139) 禁 금허여즁물을샹치아니게허옵소 重物
40) 初三59b 豉汁 국을쥬먹으니술이덜허엿네 -허엿네다 140) 何 엇지쳐치허렴나
41) 初三59b 滓 긔는개나주어라 141) 苦 괴로울라도지속간에번은가는길이외다
42) 初三61a 飯饌 반찬을랑잘야자시옵쇼셔 142) 勞 슈고로이먼길을오시니시오리다
43) 初四02b 伏 업듸여볼기를마즈라허시기로죄업는데맛오
릿가 143) 漸 졈々글이느러가니나즁에는밋츠리업오리 
44) 初四02b 顚 업더져코가져피가난다 144) 交 사귀기를깁피허면졍이연이즁허오니
45) 初四03b 搔 글그면장시원허니라 145) 恠 고이히너겨웃지맙소
46) 初四03b 抽 여내야버리옵소 146) 每 양와계시니든々허외다 
47) 初四03b 拾 주어셔셰여보면알니라 147) 特 툭이쳥허여보옵쇼셔 툭>특
48) 初四04a 掛 거러두고죠셕으로보세 148) 侍 뫼셔서시즁을잘허여라
49) 初四04a 擇 희여쓰시매남은거슨다불용이되엿슴네 -되엿슴네다 149) 別 별노두호허여주시니감샤허외다 
50) 初四04b 挾 녑페고나가면뉘가아올고 150) 險 험길을혼자가니념녀스롭오
51) 初四04b 擔 메구가다가거든싑소 싑소>쉽소 151) 凶 흉말은긔허옵쇼
52) 初四05a 捕 잡어다가관가에고라 152) 違 어긔여진거슬다시뎡게허소 게>허게
53) 初四05b 扶執 붓들고가지말나허여두날이인는가보다 153) 免 면려허니폐가뎍지아니허외다
54) 初四06b 步 거러가기를쳔쳔이허면쟈기보담낫다네 154) 欹 기운거슬바루게곳치소
55) 初四07b 痠 발이저려니러나기어렵다 155) 碎 부서진거슬랑데모아두어라
56) 初四07b 奉足 봉쥭허는놈이만오  なし 156) 結 여두면어듸로러나리
57) 悲 너무슬피우지마옵소 157) 裹 거시허니둇오 々
58) 怒 노염을어야소견이잇다허느니라 158) 皆 다무던야의졋헌거시로셰 야>허여
59) 憂 근심을어덧쓰나셜마오래우릿 159) 解 풀너내니노염을긋쳐계시옵네다
60) 哀 슬푼졍을엇지물고 160) 先 먼져가노라허되아직연고잇셔못가옵네 -못가옵네다
61) 憫 민망헐지라도당헐게업오 161) 滿 차쓰니더너으면넘으리라
62) 畏 무셔워못허게허엿네 -허엿네다 162) 同 가지루라셔여동형뎨로셰 가지>가지
63) 感 감격헌은혜를닙오니명심야보은허오리다 163) 兼 겸야의슈고를더러주옵셰 야>허여
64) 笑 우숨을너무우수면이진실치안타허거니 164) 離別 니별고여러날되면졍이졈々업서지느니 
65) 哭 울기를슬피우니듯는사두눈물이나옵네 -나옵네다 165) 殊 슈샹허니곳쳐저보와라
66) 心火 셩을그리내지마옵쇼셔 166) 辭 긴셜말고래가소 なし
67) 辯 말을잘허면못일도혹되느니라 167) 期 긔약을어긔니신실타리오 리오>허리오
68) 誣 소기고이리더려오옵소 168) 當 맛당니면품야보옵소 面稟 야>허여
69) 譏 긔롱허던데싸음허니우슬게업네 -업네다 169) 摘姦 뎍간면제가엇지숭기올고 면>허면
70) 是 올흔일은올타지 170) 元 읏을뎨일이라허옵네 -허옵네다
71) 吳 기우러지면그릇시업더지느니라 171) 負 지구가다가무겁거든쉬여라
72) 欺 소긴들관계리 리>허리 172) 待 기리다못야문박케나와셧네 야>허여-나와셧네다
73) 巧言 말슴을공교이마오 173) 綻 터진데를바늘노호와주소
74) 稱讚 칭찬허기를마지안트라 174) 作 지어내니맛치맛고나
75) 必 반드시됴흔일이잇슬시니가겨오라 175) 貫 여야라두어라
76) 是 이거시장아름다운일이로다 176) 要 종요로은거슬업쎼지마라
77) 又 됴흔긔별이올듯허오 177) 煩據 번거소임을맛터쓰니민망허오
78) 得 어던후에는다시욕심내지마소 178) 執 잡은거슨놋치마소
79) 復 다시보고글을니켜야느러가리라 179) 呈 뎡셔드린후답셔간을속키맛더내옵쏘 呈書
80) 正 졍그러허면틈을어더보오리라 180) 用 쓰는데가만어부비가젹지아니허오 浮費
81) 精 졍신을드려공부허면이루지못헐가 181) 費 허비를이리만이허고엇지지고
82) 便 이하인편에붓져보내옵쇼셔 182) 處置 쳐치를허시면오죽죠을잇가
83) 就中 나아가는죵에자허여뵈옵데 죵에>즁에 183) 謀害 모해허려허다가도루여제게환이낫네
84) 合當 합당허니그리허시요 184) 着實 챡실이닐너어근나지안케허쇼셔
85) 故 그런고로그만야긋지옴데다 데다>네다 185) 悉 다셰이아러쓰니그만긋치게허소
86) 最 장랑시니평닛지아닐가시푸외다 186) 串 쇠곳치로너죽겨도방헌놈은불샹치아느니라
87) 長 기리숨쉬고그대지곡졍마옵소 곡졍>걱졍 187) 奔走 분주헌에직리지말라
88) 或 훅[혹]그런소문이잇슨들남가두려허랴 훅>혹 188) 碍 걸으민망허오
89) 卽 즉시쳐치허옵소 189) 知委 지위를드른후에난잡피구오 亂雜 구오>구오릿가
90) 若 만일그런졍이잇스면엇지 190) 崇尙 슝샹허는일은대루옵소 옵소>허옵소
91) 甚 심이어렵마는심대로쥬션허오리다 191) 入侍 입시허신다
92) 自然 연이그리된일이니뉘타슬헐 192) 班班 알욱々々니곱나 なし
93) 姑 아직만이두옵소  なし 193) 漸漸 졈々저저간다 
94) 疑 의심을낼시면엇지의합헐가시푸온고 194) 灼灼 불긋々々치셕양에더욱빗치난다 
95) 忘 닛지마시고명심허여계시쇼셔 -계시옵쇼셔 195) 搖搖 흔들々々요동헌다 
96) 慇懃 은근이졉허시니감샤옵다 196) 纔纔 가스로면헌가시푸오 
97) 惜 악는악도줄에는만이주는거시올오니
98) 念 념녀ㅣ얏니그약효험이잇셔회복허엿슴네 ㅣ>
99) 輔 나라돕기를심쓰시는샹이올셰
100) 操心 조심허여시비를듯지말게옵소
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明治前期に刊行された 『交隣須知』 の韓国語文の比較研究
<附録2>　初刊本と宝迫本において韓国語文が変更された例：再刊本では変更された部分だけを示す。
初刊本 再刊本 宝迫本
1) 初一01a 日 가셔졍오나되엿스련마는흐리니셰모르개소 再一01a 同左 宝一01a 가셔오시를넘엇습네다마는흐리니셰모르갯소  
2) 初一02a 照 이창의빗취여쓰니랑허와조름이업네 再一02a 同左 宝一02a 이창의빗취엿슴네다
3) 初一05a 天動 누에올니지아닌젼에텬동허면다리옴네 再一05a 누에가곳치못지은젼에텬동허면다리옴네 宝一04a 누에올니기젼에텬동허면다리옴네다
4) 初一05a 早 무니곡식이다르랴다가로비에사라나니과연긔묘허외다 再一05a 同左 宝一04b 무니곡식이다나가옵네다
5) 初一05b 牽牛 견우는직녀와냥쥬ㅣ니텬샹별이시니라 再一05b 同左 宝一04b 견우는직녀와냥쥬ㅣ라허옵네다
6) 初一06a 二十八宿 이십팔슈로각각분야를아옵네다 再一06a 同左 宝一05a 이십팔슈
7) 初一06a 南斗星 남두셩은슈한을뎡허신다허옵네다 再一06a 同左 宝一05a 남두셩
8) 初一06b 北斗星 북두셩은복녹을뎜지허시니라 再一06b 同左 宝一05a 북두셩
9) 初一07a 秋 올의는날이서늘허고츄슈도고신믈이나옴네다 再一07a 同左 宝一05b 올의는날도서늘허고이슬이만히치옵네다
10) 初一07a 年 올은다른닐아니고말공부를허니다허외다 再一07a 同左 宝一05b 올은다른닐아니고말공부만얏다
11) 初一07b 翌年 이듬지못헌다허니올치아니허외다 再一07b 同左 宝一06a 이듬지못허오릿가
12) 初一09a 十月 시월은아무명일은업쓰나일년즁샹이라허고션조에시져허고
신에치셩허니라 再一09a 시져>시졔 宝一07b 시월은아무명일은업느니라
13) 初一09a 十二月 섯은납평이잇스매을주엇다가이듬녀름에다려먹슴
네 再一09a -먹슴네다 宝一07b 섯은납평이잇니라
14) 初一09b 百終 칠월보름날을즁이라도허며즁원이라도허고모든졀에셔즁들
이불공허옵네다 再一09b 同左 
宝一08a 칠월보름날을즁이라도허며즁원이라도허느
니라
15) 初一10a 元日 원일은쳣날이니술이나먹고서로셰허는날이라 再一10a 同左 宝一08a 원일은쳣날이라
16) 初一13a 頃刻 경각이에글을화답허니민쳡허외 再一13a 민쳡허외다 宝一10b 경각이에글을화답허니민쳡헌아희올시다
17) 初一13a 今日 오늘은총총허니일뵈옵시다 再一13a 同左 宝一10b 오늘은총총허옵네다
18) 初一13b 明明後日 글픠는연향이니그리아옵쇼셔 再一13b 同左 宝一11a 글픠는연향이올시다
19) 初一15a 夏至 하지는일년즁날이졔일긴를니르옵네 再一15a -니르옵네다 宝一12a 하지는일년즁날이졔일긴라
20) 初一21b 江 강이어러쓰니우흐로거러갈게업외다 再一21b 同左 宝一16b 강이어러쓰니빙등게업다
21) 初一22a 池 못셰고기는양이장보기둇외다 再一22a 同左 宝一17a 양이장보기둇외다 > 양을보니장둇다
22) 初一23a 源 이물근원은예셔몃니나되옵잇가 再一23a 同左 宝一17b 이물수원은예셔몃니잇느냐
23) 初一23a 潮 물이밀엇네 조금은샹하현를니르미라 再一23a -밀엇네다 宝一18a 물이밀엇네다 
24) 初一26a 淺 엿튼사과는말허기실소 再一26a 同左 宝一20a 음이엿튼사이올시다
25) 初一28b 啇賈 샹고들이요이는젼보다심허데 再一28b 同左 宝一21b 요이는샹고들이만네다
26) 初一28b 行商 요이는니며쟝야먹는사이만데 再一28b 同左 宝一21b 글는니며쟝는사이만타
27) 初一30a 戱子 희란거슨온갓조를미잇게허옵 再一30a 同左 宝一22b 희란거슨온갓조를잘허옵네
28) 初一30a 優伶 광대노는양이보기둇데 再一30a 同左 宝一23a 광대노는양이미잇다
29) 初一30a 師 자네는의스승이셔되여쓰니깃데 再一30a 同左 宝一23a 자네는셔의스승이되여쓰니깃푸다
30) 初一30a 中媒 즁란거슨혼인이에드러결연을시기는사이올셰 再一30a 사>사 宝一23a 요이즁가왓네다
31) 初一31b 賢 요이본즉어진사이젹데 再一31b 요이>요        사>사 宝一24a 어진사이젹데다
32) 初一32a 謀 져사은쓰는사이니밋[]못허올네 再一32a 져사>져사        밋>밋 宝一24a 져사은쓰는사이올시다
33) 初一32b 慧 공의아들이총혜다허니보와지다 再一32b 同左 宝一24b 아모게아들이총혜다허옵네다
34) 初一32b 吝 사이져리인허고어데쓰리 再一32b 인>닌 宝一25a 져리인헌사이어데쓰리
35) 初一33a 汎濫 져사은눈을보니범남헌사인가시푸외 再一33a -시푸외다 宝一25b 져사은눈을보니범남헌사이다
36) 初一34a 烈 이제라도녈녀가이쓰니아니귀허온가 再一34a 同左 宝一26a 이런녈녀가이쓰니아니귀헌가
37) 初一34b 倨慢 요이는관즁하인들이우거만야뵈옵네 再一34b -뵈옵네다 宝一26b 요이는관즁하인들이우거만야뵈옵네다
38) 初一35a 皇帝 황뎨는텬하에셩쥬ㅣ시니라 再一35a 同左 宝一26b 황뎨는텬하에부친으로삼으니라
39) 初一35b 東宮 동궁은셰계신데를동궁이라허옵네 再一35b -허옵네다 宝一27a 동궁은셰계신데를니르옵네다
40) 初一35b 皇后 황후는황뎨안시니라 再一35b 同左 宝一27a 황후는텬하모친으로삼으니라
41) 初一36a 宰相 샹은일국졍를부지런이허여야가위샹이라 再一36a 同左 宝一27b 샹은일국졍를부지런이허옵네다
42) 初一36b 僉使 부산쳠를졈[겸]슈군졀졔라칭허옵니 再一36b 졈슈>겸슈 宝一27b 부산쳠를 > 쳡를
43) 初一37a 業 자네아들은무슨소업을시기려허는가 再一37a 同左 宝一28a 근자네는무슨소업을허는가
44) 初一37a 役 하인들이요역가만키로못견듸여네 再一37a 네>허네 宝一28a 요역가만키로못견듸여네다
45) 初一37b 書吏 셔리는셔울각와도아젼을셔리라허옵니 再一37b 同左 宝一28b 셔리는아젼을셔리라허옵니
46) 初一38b 親父 의게양간사은제친부는유동슉질과오 再一38b 同左 宝一29b 의게양간사은양부모효셩기읏이라
47) 初一41b (雇) 고공사리허는사은근본을알고부려야올흐니 再一41b 同左 宝一31b 고공사리허는사이라도멸시지마옵소
48) 初一41b 養子 양는친이나은아들이업셔지친간에다려다가친식만든것시
양올셰 再一41b 同左 宝一31b 양는아들이업는사이양를어드니라
49) 初一44b 面 치얼고검고긔연네 再一44b 同左 宝一33b (削除)검고
50) 初一45a 鼾 코를우고니득시려겻티셔잘슈업 再一45a 同左 宝一34a 코를우고니득실외다
51) 初一46a 鬚髥 슈염이적라도의식이죡야양반질허는니라 再一46a 적>석 宝一34b 슈염이만흔사이올시다
52) 初一46b 骨 가굴그면심이만아일을잘다허옵데 再一46b 同左 宝一35a 가굴그면심이만흘가
53) 初一46b 力 심이세니장로다 再一46b 同左 宝一35a 심이세니두노히질기둇겟지
54) 初一47b 四指 네재손락으로연지르는양이어엿다 再一47b 同左 宝一36a 르는양이어엿다 > 로라
55) 初一47b 爪 손툽밋테든가시는알고도념통에친거슨모르는사이올셰 再一47b 同左 宝一36a 손툽이기다
56) 初一48a 手紋 손이루건너가쓰니복이잇오리 再一48a 同左 宝一36a 손이루건너가쓰냐
57) 初一49b 脾 비위가혹샹허오리 再一49b 同左 宝一37a 혹비위가샹허오리
58) 初一50b 瞬 일슌쳘리라니니별도잠면둇오니 再一50b 同左 宝一38a 일슌쳘리란말이잇다
59) 初一51a 唾 춤은아니보게밧트면사이올케너기옵느니 なし 宝一38b 춤은아니보게밧틉소
60) 初一52a 形 형상을보니녜사아닌가시푸니누구냐 再一52a 同左 宝一39b 형상을 > 져사형상을
61) 初一52b 儀 거동이냥반인지좀톄사아닌야뵈옵네 再一52a -허여뵈옵네다 宝一39b 져사은냥반인지거동이좀톄사아닌야뵈옵네다
62) 初一52b 像 샹이됴흐니시위는별군직과션젼관혈사인가시푸외다 再一52b 는>허는 宝一39b 샹이됴흔사은사마다됴하옵네다
63) 初一53a 壯 장뎡을집에만이두니든든허여념녀업외 再一53a -업외다 宝一40a 장뎡을집에만히두니념녀업다
64) 初一53b 嬰兒 희들이쇼치낙졀을허옵네 再一53b 낙졀>낙질 宝一40b (削除)쇼치 낙졀 네다@
65) 初一54b 垢 []를물다가씨서라 再一54a > 宝一41a (削除)물다가
66) 初一55a 鸞 난됴는엇더허온고 再一55a 同左 宝一41b 난됴는엇던모양새오닛가
67) 初一55b 鶯 리가버들우희노니조각조각금이올네 再一55a 同左 宝一42a 리는화를됴히옵네다
68) 初一55b 鸚鵡 무는사입내를허니이샹허외 再一55b -이샹허외다 宝一42a 허니이샹허외 > 허옵네댜
69) 初一56b 鸕 거문오리는물속에셔고기를잡으니신통허외 再一56b -신통허외다 宝一43a 잡으니신통허외 > 잡으니라
70) 初一57b 鶺鴒 할미새는시내에셔리치고덤벙여라기옵네 再一57b -기옵네다 宝一43b (削除)덤벙여 라기옵네 > 라긴다 
71) 初一58b 巢 깃드린져새가아마도기치려허는가시푸외 再一58a -시푸외다 宝一44a 기치려허는가시푸외 > 색기친는가
72) 初一58b 雀矂 새가대수풀에셔지져귀니가지는가시푸외 再一58b -시푸외다 宝一44b (削除)시푸외
73) 初二01b 豹 표피는발톱이다성히잇셔야쓰옵니 再二01b 同左 宝二01a 잇셔야쓰옵니 > 잇셔야됴타 
74) 初二02a 山獺 산달피는이엄도부텨쓰고옷지여닙니 再二02a 同左 宝二01b 닙니 > 님으면됴켓네다
75) 初二04a 騾 노새를니평지[디]가는듯허여든든허외 再二04a 평지>평디 허외다 宝二03a 노새를면평디를거러가는듯다 
76) 初二04b 鼯 람쥐는산에셔발치기매발튼사을다람쥐허옵네 再二04b -허옵네다 宝二03b 발튼 > 하발튼 허옵네 > 허옵네다
77) 初二05b 觸 에밧치면이러지고가부러지기쉽외 再二05b -쉽외다 宝二04b (削除)가부러지기쉽외
78) 初二06a 牛死 쇼가아무리죽어로녀름농폐허올가 再二06a 同左 宝二05a 쇼가죽어로엇지녀름농폐헐가
79) 初二06b 狸 삭은잡기를잘니허무헌즘이로다 再二06b 니>허니 宝二05a 잡기를잘니 > 잡으니
80) 初二07a 猿猴 원슝이는손이길고사모양트니라 再二07a 同左 宝二05b 원슝이는손이길으되모양은잔납이트니라
81) 初二09a 亡魚 망어는동고기로셔로동망얏다고망어라니르니라 再二09a 동망>도망 宝二07a 망어는별미업다
82) 初二10b 河䐁魚 복션은쟝만기를잘못허여먹으면혹죽니라 再二10b 기>허기 宝二07b 복션은쟝만기를잘허여라
83) 初二10b 鰻鱺 쟝어를죠시에가사오너라 再二10b 同左 宝二08a 쟝어 > 쟝어
84) 初二10b 明太 명태는북어니합경도명쳔사든태가가처음으로잡어먹어셔인
야명태라이름얏슴네
再二10b 합경도>함경도 
        허얏슴네다 宝二08a 명태는함경도에만네다
85) 初二10b 道味 잡은되미잇스니회허여먹세 再二10b 同左 宝二08a 잡은도미잇스냐
86) 初二10b 紅蛤 홍합은보신허니신긔허사이먹으면죠흐니 再二10b 同左 宝二08a 홍합은보신다지
87) 初二11a 石花 굴은초쟝어먹으면됴코담을리니 再二11a 同左 宝二08a 굴은초쟝어먹으면됴흐니라
88) 初二11a 全鰒 젼복이크니오려봉젼복야상에노아라 再二11a 야>허여 宝二08a 젼복이크니오려봉젼복야라
89) 初二12a 蚊 모긔는젹어도소리를크개허고물니면아무리큰사이라도이불
어오르느니 再二12a 同左 宝二09a 모긔는젹어도큰소리를옵네다
90) 初二12a 蛇 궁에든바얌이몃자인고사이물닌즉독이대단이발허오리 再二12a 同左 宝二09a 궁에든바얌이몃자인고
91) 初二12b 蠶 누에는어인간으로나무닙플먹고곳치를진는고 再二12b 同左 宝二09a 누에는나무닙플먹고곳치를진다
92) 初二12b 蛄 하늘밥도둑이나와업듸면비오느니 再二12b 同左 宝二09a 하늘밥도둑이나왓다
93) 初二12b 蟣 머리빗기를시려매셕가절노만으니 再二12b 매>허매 宝二09b (削除)절노
94) 初二13b 蝗 황츙이가벼를다먹어쓰니농가낭로세 再二13b 同左 宝二10a 황츙이가벼를다먹엇습다
95) 初二14a 螢 반듸이밤에사칭으로지나가니날이근듯허외 再二14a 사칭>사창         -허외다 宝二10a 반듸노밤에글공부옵다
96) 初二14a 蟬 매미는이슬만먹고나무우희셔소리허네 再二14a 同左 宝二10a 매미는이슬만먹고지낸다허옵다
97) 初二14b 米 부른노풀을쑤어헌옷세풀먹여라 再二14b 同左 宝二10b 부른노풀을쑤어라
98) 初二16b 茄 가지젹은미미허오니 再二16b 同左 宝二12a 미미 > 미
99) 初二17a 香蕈 표구는음식에너으면맛도됴코향긔로온듯허오니 再二17a 同左 宝二12b (削除)음식에너으면
100) 初二17b 人蔘 인튼약이셰샹의업스니과연션약이올세 再二17b 同左 宝二12b 인튼약이셰샹의만다
101) 初二19a 薺 낭이란물은일은봄에국러먹네 再二19a -먹네다 宝二14a 낭이란물은일은봄에셔잇다
102) 初二21a 栽殖 남글심거시니펴니라 再二21a 同左 宝二15b 그는심근남기니펴니라
103) 初二22a 貢 황셩에죠공랴고외국사이다뫼얏 再二22a -뫼얏네다 宝二16a (削除)외국 다
104) 初二22b 結實 온갓열가치니람이아니불면허올가 再二22b 同左 宝二16a 온갓열가친다
105) 初二22b 空石 븬셤들고가셔게가잇시니녓거오라 再二22b 同左 宝二16b 게가잇시니븬셤에녓거오라
106) 初二23a 還上米 환샹을겨오관가의다밧치니든든허외 再二23a -허외다 宝二16b (削除)겨오관가의 허외 > 허외다@
107) 初二23a 移種 이죵는거슨본몰낫다가녓적의대일본국사의게왓데 再二23a 同左 宝二17a 이죵은모무지말라
108) 初二24a 龍眼 뇽안은약로되그저먹어도무던허외 再二24a -허외다 宝二17a (削除)그저 무던허외 > 무던허외다
109) 初二24a 栗 밤은으로먹고구어도먹네 再二24a 먹네>먹오 宝二17b 먹고 > 먹고 먹네 >먹네다 
110) 初二24b 山椒 쳔쵸는침에도녀코식혀에도녓네 再二24b 同左 宝二18a 쳔쵸 > 산쵸 녓네 > 녓네다
111) 初二26a 榧子 비는촌츙을곳치느니라 再二26a 同左 宝二19a 비는희들이됴와지
112) 初二27b 桑 나무는활들고닙픈누에먹이옵네 再二27b -먹이옵네다 宝二20a (削除)활들고 먹이옵네 > 먹이옵네다
113) 初二32a 菖蒲 챵포는단옷날머리예즈면두풍이업다허옵네 再二32a -허옵네다 宝二23b 챵포는지픠는것도잇고아니픠는갓도잇다
114) 初二32b 苧 모시는밧에나니그질노모시를닙네 再二32b -닙네다 宝二23b (削除)밧에나니그 네다@
115) 初二34a 欄 난간에의지야담를물고화초만보와도미잇네 再二34a -잇네다 宝二25a 난간에의지야화초를보옵시오
116) 初二34b 簷 쳠하밋테그거슬드려노하비를맛치디아니케야라 再二34b 야라>허여라 宝二25a 쳠하밋테그거슬드려노하라
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陳 南 澤
56) 初一48a 手紋 손이루건너가쓰니복이잇오리 再一48a 同左 宝一36a 손이루건너가쓰냐
57) 初一49b 脾 비위가혹샹허오리 再一49b 同左 宝一37a 혹비위가샹허오리
58) 初一50b 瞬 일슌쳘리라니니별도잠면둇오니 再一50b 同左 宝一38a 일슌쳘리란말이잇다
59) 初一51a 唾 춤은아니보게밧트면사이올케너기옵느니 なし 宝一38b 춤은아니보게밧틉소
60) 初一52a 形 형상을보니녜사아닌가시푸니누구냐 再一52a 同左 宝一39b 형상을 > 져사형상을
61) 初一52b 儀 거동이냥반인지좀톄사아닌야뵈옵네 再一52a -허여뵈옵네다 宝一39b 져사은냥반인지거동이좀톄사아닌야뵈옵네다
62) 初一52b 像 샹이됴흐니시위는별군직과션젼관혈사인가시푸외다 再一52b 는>허는 宝一39b 샹이됴흔사은사마다됴하옵네다
63) 初一53a 壯 장뎡을집에만이두니든든허여념녀업외 再一53a -업외다 宝一40a 장뎡을집에만히두니념녀업다
64) 初一53b 嬰兒 희들이쇼치낙졀을허옵네 再一53b 낙졀>낙질 宝一40b (削除)쇼치 낙졀 네다@
65) 初一54b 垢 []를물다가씨서라 再一54a > 宝一41a (削除)물다가
66) 初一55a 鸞 난됴는엇더허온고 再一55a 同左 宝一41b 난됴는엇던모양새오닛가
67) 初一55b 鶯 리가버들우희노니조각조각금이올네 再一55a 同左 宝一42a 리는화를됴히옵네다
68) 初一55b 鸚鵡 무는사입내를허니이샹허외 再一55b -이샹허외다 宝一42a 허니이샹허외 > 허옵네댜
69) 初一56b 鸕 거문오리는물속에셔고기를잡으니신통허외 再一56b -신통허외다 宝一43a 잡으니신통허외 > 잡으니라
70) 初一57b 鶺鴒 할미새는시내에셔리치고덤벙여라기옵네 再一57b -기옵네다 宝一43b (削除)덤벙여 라기옵네 > 라긴다 
71) 初一58b 巢 깃드린져새가아마도기치려허는가시푸외 再一58a -시푸외다 宝一44a 기치려허는가시푸외 > 색기친는가
72) 初一58b 雀矂 새가대수풀에셔지져귀니가지는가시푸외 再一58b -시푸외다 宝一44b (削除)시푸외
73) 初二01b 豹 표피는발톱이다성히잇셔야쓰옵니 再二01b 同左 宝二01a 잇셔야쓰옵니 > 잇셔야됴타 
74) 初二02a 山獺 산달피는이엄도부텨쓰고옷지여닙니 再二02a 同左 宝二01b 닙니 > 님으면됴켓네다
75) 初二04a 騾 노새를니평지[디]가는듯허여든든허외 再二04a 평지>평디 허외다 宝二03a 노새를면평디를거러가는듯다 
76) 初二04b 鼯 람쥐는산에셔발치기매발튼사을다람쥐허옵네 再二04b -허옵네다 宝二03b 발튼 > 하발튼 허옵네 > 허옵네다
77) 初二05b 觸 에밧치면이러지고가부러지기쉽외 再二05b -쉽외다 宝二04b (削除)가부러지기쉽외
78) 初二06a 牛死 쇼가아무리죽어로녀름농폐허올가 再二06a 同左 宝二05a 쇼가죽어로엇지녀름농폐헐가
79) 初二06b 狸 삭은잡기를잘니허무헌즘이로다 再二06b 니>허니 宝二05a 잡기를잘니 > 잡으니
80) 初二07a 猿猴 원슝이는손이길고사모양트니라 再二07a 同左 宝二05b 원슝이는손이길으되모양은잔납이트니라
81) 初二09a 亡魚 망어는동고기로셔로동망얏다고망어라니르니라 再二09a 동망>도망 宝二07a 망어는별미업다
82) 初二10b 河䐁魚 복션은쟝만기를잘못허여먹으면혹죽니라 再二10b 기>허기 宝二07b 복션은쟝만기를잘허여라
83) 初二10b 鰻鱺 쟝어를죠시에가사오너라 再二10b 同左 宝二08a 쟝어 > 쟝어
84) 初二10b 明太 명태는북어니합경도명쳔사든태가가처음으로잡어먹어셔인
야명태라이름얏슴네
再二10b 합경도>함경도 
        허얏슴네다 宝二08a 명태는함경도에만네다
85) 初二10b 道味 잡은되미잇스니회허여먹세 再二10b 同左 宝二08a 잡은도미잇스냐
86) 初二10b 紅蛤 홍합은보신허니신긔허사이먹으면죠흐니 再二10b 同左 宝二08a 홍합은보신다지
87) 初二11a 石花 굴은초쟝어먹으면됴코담을리니 再二11a 同左 宝二08a 굴은초쟝어먹으면됴흐니라
88) 初二11a 全鰒 젼복이크니오려봉젼복야상에노아라 再二11a 야>허여 宝二08a 젼복이크니오려봉젼복야라
89) 初二12a 蚊 모긔는젹어도소리를크개허고물니면아무리큰사이라도이불
어오르느니 再二12a 同左 宝二09a 모긔는젹어도큰소리를옵네다
90) 初二12a 蛇 궁에든바얌이몃자인고사이물닌즉독이대단이발허오리 再二12a 同左 宝二09a 궁에든바얌이몃자인고
91) 初二12b 蠶 누에는어인간으로나무닙플먹고곳치를진는고 再二12b 同左 宝二09a 누에는나무닙플먹고곳치를진다
92) 初二12b 蛄 하늘밥도둑이나와업듸면비오느니 再二12b 同左 宝二09a 하늘밥도둑이나왓다
93) 初二12b 蟣 머리빗기를시려매셕가절노만으니 再二12b 매>허매 宝二09b (削除)절노
94) 初二13b 蝗 황츙이가벼를다먹어쓰니농가낭로세 再二13b 同左 宝二10a 황츙이가벼를다먹엇습다
95) 初二14a 螢 반듸이밤에사칭으로지나가니날이근듯허외 再二14a 사칭>사창         -허외다 宝二10a 반듸노밤에글공부옵다
96) 初二14a 蟬 매미는이슬만먹고나무우희셔소리허네 再二14a 同左 宝二10a 매미는이슬만먹고지낸다허옵다
97) 初二14b 米 부른노풀을쑤어헌옷세풀먹여라 再二14b 同左 宝二10b 부른노풀을쑤어라
98) 初二16b 茄 가지젹은미미허오니 再二16b 同左 宝二12a 미미 > 미
99) 初二17a 香蕈 표구는음식에너으면맛도됴코향긔로온듯허오니 再二17a 同左 宝二12b (削除)음식에너으면
100) 初二17b 人蔘 인튼약이셰샹의업스니과연션약이올세 再二17b 同左 宝二12b 인튼약이셰샹의만다
101) 初二19a 薺 낭이란물은일은봄에국러먹네 再二19a -먹네다 宝二14a 낭이란물은일은봄에셔잇다
102) 初二21a 栽殖 남글심거시니펴니라 再二21a 同左 宝二15b 그는심근남기니펴니라
103) 初二22a 貢 황셩에죠공랴고외국사이다뫼얏 再二22a -뫼얏네다 宝二16a (削除)외국 다
104) 初二22b 結實 온갓열가치니람이아니불면허올가 再二22b 同左 宝二16a 온갓열가친다
105) 初二22b 空石 븬셤들고가셔게가잇시니녓거오라 再二22b 同左 宝二16b 게가잇시니븬셤에녓거오라
106) 初二23a 還上米 환샹을겨오관가의다밧치니든든허외 再二23a -허외다 宝二16b (削除)겨오관가의 허외 > 허외다@
107) 初二23a 移種 이죵는거슨본몰낫다가녓적의대일본국사의게왓데 再二23a 同左 宝二17a 이죵은모무지말라
108) 初二24a 龍眼 뇽안은약로되그저먹어도무던허외 再二24a -허외다 宝二17a (削除)그저 무던허외 > 무던허외다
109) 初二24a 栗 밤은으로먹고구어도먹네 再二24a 먹네>먹오 宝二17b 먹고 > 먹고 먹네 >먹네다 
110) 初二24b 山椒 쳔쵸는침에도녀코식혀에도녓네 再二24b 同左 宝二18a 쳔쵸 > 산쵸 녓네 > 녓네다
111) 初二26a 榧子 비는촌츙을곳치느니라 再二26a 同左 宝二19a 비는희들이됴와지
112) 初二27b 桑 나무는활들고닙픈누에먹이옵네 再二27b -먹이옵네다 宝二20a (削除)활들고 먹이옵네 > 먹이옵네다
113) 初二32a 菖蒲 챵포는단옷날머리예즈면두풍이업다허옵네 再二32a -허옵네다 宝二23b 챵포는지픠는것도잇고아니픠는갓도잇다
114) 初二32b 苧 모시는밧에나니그질노모시를닙네 再二32b -닙네다 宝二23b (削除)밧에나니그 네다@
115) 初二34a 欄 난간에의지야담를물고화초만보와도미잇네 再二34a -잇네다 宝二25a 난간에의지야화초를보옵시오
116) 初二34b 簷 쳠하밋테그거슬드려노하비를맛치디아니케야라 再二34b 야라>허여라 宝二25a 쳠하밋테그거슬드려노하라
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117) 初二34b 開 여러두면도적마즐시니부듸이다더라 再二34b 同左 宝二25a 여러두면도적마즐이라
118) 初二35b 廊 낭이샹야셔죵들이잘테가업서민망허외 再二35b -허외다 宝二26a 낭이샹야셔죵들이잘테가업다
119) 初二36a 國 나라는어진셩쥬가나셔야외국에도빗나겟네 再二36a -빗나겟네다 宝二26b 나라흔셩쥬가나셔야외국에빗나겟다
120) 初二36b 私 는공를츤후에게허옵소 再二36b 게>허게 宝二26b 게허옵소 > 허옵소
121) 初二37a 館 관은나라집이로되타국신을머무러두는집이라 再二37a 同左 宝二27a (削除)나라집이로되
122) 初二41b 渴 목를제슈를먹으면그런시원헌일이업외 再二41b -업외다 宝二30a 먹으면그런 > 먹을만
123) 初二43a 釀 술를비저쓰니닉어든손을쳥야먹어보세 再二43a 야>허여 宝二31b (削除)손을쳥야
124) 初二43b 火 불이업스니압집에가셔불씨를어더오라 再二43b 同左 宝二31b (削除)불이업스니
125) 初二43b 設 쥬안을거룩키려졉허시니감샤외다 再二43b 외다>허외다 宝二31b 졉허시니감샤외다 > 졉허옵시오
126) 初二43b 旋 어룬의녕을극진이시옵소 再二43b 옵소>허옵소 宝二32a 온갓음식을극진이옵소
127) 初二44b 賂 뇌물을모르게허여셔는도루여되지아니리라 再二44b 同左 宝二32b 뇌물폐단이업다
128) 初二44b 借 빌니시면샹치안코즉시가져오리다 再二44b 同左 宝二32b (削除)샹치안코
129) 初二45a 販 쳔케사셔귀게려허니흥졍이못되리 再二45a 귀게>귀허게 宝二33a 려허니흥졍이못되리 > 렷나
130) 初二46b 質 이사은볼모사마두어쓰니빗갑더부러가거라 再二46b 同左  宝三31a(위치) 이사은볼모삼을거시니그리알나
131) 初二50a 癩風 몸이허는증은으로되옵니 再二50a 同左 宝二36b 몸이허는증은근본을아지못옵네다
132) 初二50b 瘧 학질은방법을여도니각옵네 再二50b -허옵네다 宝二37a 학질이니각얏다
133) 初二52a 頭屑 머리에비듬이만어셕이가무는듯시렵다 再二52a 同左 宝二38a 머리에비듬이만타
134) 初二52b 救病 병구완허러와쓰니병인을우지마오 再二52b 同左 宝二38b 병구완허러왓다
135) 初二55a 揖 읍허고안즈며말는법이어룬외다 再二55a 말는>말허는 宝二41a 읍허옵소
136) 初二56a 延 마자올녀안치고졉시니안심치아니허외다 再二56a 시니>허시니 宝二40b 마자올녀안치고졉올잇가
137) 初三05b 珊瑚 산호채들고고오는사은뉘온고 再三05b 同左 宝三04a 산호가얼마잇고
138) 初三06a 鍮 놋쇠가어져쓰니그릇슬드지못허옵네 再三06a -허옵네다 宝三04b 놋쇠가어졋슴네다
139) 初三06b 象牙 샹아칼루는아무거시나되우닷치면부러지기쉽오니 再三06b 同左 宝三05a (削除)아무거시나되우닷치면
140) 初三07a 鑄 지워든그릇시아마쉬이아니려지오리 再三07a 지워>지여 宝三05a 지워든그릇시가아니려지오리
141) 初三08a 席 돗슬고자면녀름은시원허니라 再三08a 同左 宝三05b 녀름은돗슬고자면시원허니라
142) 初三08a 簟 삿자리를마루에고안즈면볼기가압푸니라 再三08a 同左 宝三06a 삿자리를마루에나라
143) 初三09a 綾 능은화문도쓰고벽도문도쓰옵니 再三09a 同左 宝三06b 쓰옵니 > 잇니라
144) 初三09a 帛 비단픔이요이는극진치못허데 再三09a 同左 宝三06b 요이는비단픔이극진치못허외다
145) 初三09b 交織 교직을어더쓰랴허니구야주옵쇼셔 再三09b 同左 宝三07a (削除)어더
146) 初三10a 綿 소음이요이는졀죵되야귀막을소음도업오 再三10a 同左 宝三07b (削除)요이는
147) 初三10a 綾只紬 능기쥬를근는보지못허옵네 再三10a -못허옵네다 宝三07b 근능기쥬를보지못허옵네다
148) 初三10b 廣織 광직은바탕이모단트되빗츤온갓빗치잇네 再三10b -잇네다 宝三07b 광직은바탕이모단터다
149) 初三10b 杭羅 항나가이곳에업거든급피셔울긔별야어더주소 再三10b 야>허여 宝三08a 항나가이곳에업다
150) 初三10b 大緞 대단은갑시얼마나허옵는고즁단은못쓰옵네 再三10b -못쓰옵네다 宝三08a 대단은갑시얼마나허는고
151) 初三10b 通絹 통견은젼에만이나더니요이는나지아니허옵네 再三10b 허옵네>허옵데 宝三08a 통견은젼에만히나더다
152) 初三11a 甫氈 보젼이내게는업오나혹ㅣ샹고들의게인는가무러보리이다 再三11a 同左 宝三08a 보젼이내게는업외다
153) 初三11b 錦緞 비단이라도쵹으로셔나오는비단이야졍비단이오니 再三11b 졍비단>졍금단 宝三08a 졍비단은쵹나라에셔난다옵네다
154) 初三11b 沈香色 침향를인사은셔계니이오니 再三11b 同左 宝三08b 침향를인 > 침향인
155) 初三12a 柳 뉴록물드려주옵소다른물은둇치아니오 再三12a 오>허오 宝三08b 뉴록물드려주옵소
156) 初三12b 眞紅 진홍대단치마닙고초록져고리닙고능바지닙고가는계집아희
가어엿부오 再三12b 同左 宝三09a 진홍대단치마닙고초록져고리닙고가거라
157) 初三12b 機 틀에안는양이장지어미답외다 再三12b 안는>안즌 宝三09a (削除)장 답외다 > 답다
158) 初三13a 緯 씨를부듸키야비단이나무영이나질기오니 再三13a 同左 宝三09b 씨를부듸키라
159) 初三14a 黑 거문구름이북다히로모혀쓰니우장을가져가옵소 再三14a 同左 宝三10a 거문구름이북다히로모혓네다
160) 初三16b 襖 바히핫옷시업쓰니엇올나갈지념녀허옵네 再三16b -허옵네다 宝三11b (削除)엇올나갈지 네다@
161) 初三16b 袖 소매길노툭치면봇그러워허는양이어엿오 再三16b 同左 宝三12a 소매길노툭치면봇그러워헌다
162) 初三17a 纓 갓을아니고가다가는에버서지오리 再三17a 同左 宝三12a 가다가는에버서지오리 > 가면에버서질가
163) 初三17a 縫 혼거시터져스니다시호고을너어라 再三17a 同左 宝三12a 다시호고을너어라 > 다시호노라
164) 初三17b 脫 버서거러두되몬지가이매샹허옵데 再三17b 同左 宝三12a 버서거러두어라
165) 初三18a 鞋 신바다기썩어쓰니갑주고챵을녀오라 再三18a 同左 宝三13a (削除)갑주고
166) 初三19a 袴 바지를크게지여시니길가기민망허외다 再三19a 同左 宝三13b 바지가너모크다
167) 初三19a 簑笠 삭갓쓰고누역닙고홈의메고가는양이농는사인가보다 再三19a 삭갓>삿갓 宝三13b 삭갓쓰고누역닙고가는사이냐
168) 初三19a 冠 관을엇지져리빗구루썬는고바루게쓰옵소 再三19a 同左 宝三13b (削除)바루게쓰옵소
169) 初三19b 飾 며아무리니른들내가네압페속으랴 再三19b 同左 宝三14a 며아무리 > 아무리며
170) 初三20a 鬟 머리쏙진아희를보면더욱어엿비뵈옵네다 再三20a 쏙진>진 宝三14a 아희를보면더욱 > 아희는진
171) 初三20a 了髻 사양머리아희더러무르니시방주무신다허오 再三20a 同左 宝三14a 무르니시방주무신다허오 > 무로보와라 
172) 初三20a 梳頭 머리빗쟈허되빗들이둇치아니니엇허올고 再三20a 同左 宝三14b 머리빗쟈
173) 初三20b 刺齒 니수시는거시대통속에져쓰니혀오라 再三20b 同左 宝三14b 져쓰니혀오라 > 져잇다
174) 初三20b 澡豆 비누업시셰슈를니치허오 再三20b 니>허니 宝三14b 비누업시셰슈를마옵시오
175) 初三21a 釧 쳔은손목에는고리니당인들이되부귀인이인다데 再三21a 同左 宝三15a 쳔은손목에는고리니라
176) 初三21b 臙脂 연지른양을보니가년가시푸다 再三21b 同左 宝三15a 연지른양을보와라
177) 初三22b 甁 병에든술은나문다쇼를아지못허니허외다 再三22b 同左 宝三16a (削除)허외다
178) 初三22b 花甁 화병에물붓고가지를거즈면피옵네 再三22b -피옵네다 宝三16a 화병에가지를거자라 
179) 初三23b 罐 탕관을조히싯고약을졍이달녀라 再三23b 同左 宝三16b 싯고약을졍이달녀라 > 싯거라
180) 初三23b 爐 화로에숫불픠고고기구어낸후에술데여라 再三23b 同左 宝三16b 구어낸후에술데여라 > 구어라
181) 初三23b 沙鉢 사발에슈를다가먹으면시원오니 再三23b 오니>허오니 宝三16b 오니 > 니라
182) 初三23b 樽 준에술이득허여쓰니밤이새두룩먹습세 再三23b 同左 宝三16b 준에술이득다
183) 初三23b 缸 항아리에쇼쥬를너허더온데무더두면마시변치아니허오니 再三23b 同左 宝三16b 쇼쥬를항아리에너허더온데무더두어라
184) 初三23b 酒煎子 쥬젼에술을쟈금쟈금데여술을쳐가며부어라 再三23b 同左 宝三17a 쥬젼에술을쟈금데여라
185) 初三25a 櫃 궤쏠에넛고근거슬뉘가져가리요 再三25a 궤쏠>궤쏙 宝三17b 궤쏙에넛고거라 
186) 初三25a 馬省 솔노을빗기면이시원야느니라 再三25a 同左 宝三17b 솔노을빗기라
187) 初三25a 箒 닙뷔는잇거니와쓰는리뷔나대뷔나쟝만허여라 再三25a 同左 宝三17b 닙뷔는잇냐
188) 初三25b 篩 체예우를여러번츠면졈졈더느러지느니라 再三25b 同左 宝三18a 체예우를여러번처내라
189) 初三25b 掃 대텽쓰러라쓸에질로사의음을안다느니라 再三25b 느니라>허느니라 宝三18a (削除)느니라
190) 初三25b 橐 쟈루에곡식넛고메구가면경편허니라 再三25b 同左 宝三18a 가면경편허니라 > 가라
191) 初三25b 藏 장에셔을너허두면샹치아니코몬지아니오르옵네 再三25b -옵네다 宝三18a 장에셔을너허두어라 書冊
192) 初三26a 囊 주머니에약을너허고니면급예쓰기죠흐니라 再三26a 同左 宝三18a 니면급예쓰기죠흐니라 > 니라
193) 初三26a 笥 고리를가쥭으로싸면아무거시나너허가지고길을가도샹치아니
느니라 再三26a 느니라>허느니라 宝三18a 고리를가쥭으로싸라
194) 初三26b 纏帒 젼는길갈에업지못헐거시올세 再三26b 同左 宝三18b 젼는길갈에둇다
195) 初三27a 銲 한으로나무나이나쓸으면쉬이달어가느니라 再三27a 同左 宝三18b (削除)나무나이나
196) 初三27b 斫刀 쟉도를들게라여물싸흐러먹겨라 再三27b 同左 宝三19a 쟉도를들게라라
197) 初三28a 耒 뷔는밧가는거시매농부에요긴거시니라 再三28a 同左 宝三19b 뷔는밧츨가라라
198) 初三28b 火鐵 부쇠는불업는에치면장요긴헌거시올세 再三28b 同左 宝三19b 부쇠로불치라
199) 初三28b 剪刀 가위가드지아니니풀죽은홋거세쓰지못허올세 再三28b 同左 宝三19b 가위가드지아닛다
200) 初三28b 大鋸 톱이크면아무리큰남기라도쉬이켜지느니라 再三28b 同左 宝三20a 톱이로큰남글켜지느니라
201) 初三29a 大椎 쇠몽동이로치면아무리질긘거시라도부서지오리 再三29a 同左 宝三20a (削除)아무리질긘거시라도
202) 初三29a 指南針 지남침업스면슈로에셔방을엇지아올 再三29a 同左 宝三20b 지남침은슈로갈제요긴거시라
203) 初三30b 杖 집이를딥고니면늘근이허리가덜압푸니라 再三30b 同左 宝三21b 늘근이는집이잇셔야기옵네다
204) 初三30b 槽 귀우에여물을담어을잘먹겨라 再三30b 同左 宝三21b (削除)을
205) 初三31a 毛扇 모션은냥반이겨울에길갈제슬리니라 再三31a 同左 宝三21b (削除)냥반이
206) 初三31a 燈花 등화됴흐니응당깃일이잇오리 再三31a 同左 宝三21b 등화가픠엇다
207) 初三31a 明燈 근등잔아레미인을야안즈면엇더허올고 再三31a 同左 宝三21b 근등잔아레셔글공부옵소
208) 初三32a 簣 삼태에여물을쟉쟉담아을루먹여야죠흐니라 再三32a 同左 宝三22b 담아을루먹여야죠흐니라 > 담아라
209) 初三32b 笏 홀은샹감알페드러가알윌말을쓰는거시라 再三32b 同左 宝三22b 홀은입시야알윌말을쓰는거시라
210) 初三33b 胡笳 호가소리는사에온갓입내를내옵니 再三33b 同左 宝三23b (削除)온갓
211) 初三34a 嘯 쉬람불고주허는거슬경인이라허옵네 再三33b -허옵네다 宝三23b 쉬람불고주다
212) 初三34a 吹 츄라를바로불면입이기운들관계헐가 再三34a 同左 宝三23b 입이기운들관계헐가 > 입이기울가
213) 初三34a 銅皷 동고는구리로도허고쇠로도드니북튼거시라 再三34a 同左 宝三24a 드니북튼거시라 > 드니라
214) 初三35a 唱 부루기를잘부루면숨이니여가는듯허외다 再三35a 同左 宝三24a 니여가는듯허외다 > 니여간다
215) 初三36a 窺 엿보고이허는일을만이아는거슨불량실이오니 再三36a 同左 宝三25a 엿보지말라
216) 初三36b 瞑 눈을고든후는셰샹에산듯아니허오 再三36a 同左 宝三25a 눈을고라
217) 初三36b 聞 드른말을속키닛고본인을모룬톄허옵소 再三36b 본인>본일 宝三25a 드른말을속키닛지마옵소
218) 初三37a 轎子 교를고가시는샹이위의가갸륵허시데 再三37a 同左 宝三25b 교를고가실가
219) 初三37b 轉 굴너과치면허물이잇스리요 再三37b 면>허면 宝三26a 굴너과치야라
220) 初三37b 輪 술에박퀴굴듯셰샹에니고모난톄말시오니 再三37b 同左 宝三26a 술에박퀴굴듯다
221) 初三37b 乘 고갈시업서오늘도머물밧케업오 再三37b 同左 宝三26a 고갈시업스니머물밧케업오
222) 初三39a 左右七步 좌우칠보는는사이우분주야뵈옵네다 再三38b 야>허여 宝三26b 좌우칠보를는사도잇다
223) 初三39b 轡 혁을이러라혁을잡우면이내여도념녀가덜허니라 再三39b 同左 宝三27a 혁을이러라
224) 初三39b 鞦 밀치가업스면언덕릴제길르마가압푸로수거지느니라 再三39b 同左 宝三27b 밀치가업스면언덕릴제둇치아닛다
225) 初三40a 肚帶 를우이너야릴기우러지지아니오리 再三39b 同左 宝三27b 를우이너라
226) 初三40a 胸帶 가슴거리를면험고개예오를길마가뒤으로물너나지아니
허리 再三40a 同左 宝三27b 가슴거리를여라
227) 初三40b 卜解 짐을풀고든거슬다내여샹고야보와라 再三40a 同左 宝三27b (削除)다내여
228) 初三40b 馬氈 도둠올[을]노흐면먼길에을고가도볼기가아니압푸니라 再三40b 도둠올>도둠을 宝三27b 도둠을노하라
229) 初三41a 韉 언치를노아야등이샹치아니허고며짐싯가됴흐니라 再三41a 同左 宝三28a 언치를노아야등이샹치아닛다
230) 初三43a 鞦韆 그늬는놋푼남게줄을러고남녀다느니 再三43a 同左 宝三29b (削除)남녀다
231) 初三43b 政 졍를잘시매만민이숑덕을허옵네 再三43b -허옵네다 宝三30a 졍를잘시옵네다 
232) 初三43b 刑 형병이너무즁허기에셩들이원망을허옵네다 再三43b 형병>형벌 宝三30a 형벌이너무즁다 
233) 初三43b 嚴 엄야아레사이두려허옵네다 再三43b 同左 宝三30a 엄면도로혀졍가되지아니허외다
234) 初三44a 褒貶 포폄은각읍슈령에시비를니즁일이올세 再三44a 同左 宝三30b 포폄은의시비를니즁일이라
235) 初三44b 謫 귀양보내엿다가과허거든샤게허옵쇼셔 再三44a 同左 宝三30b 귀양보내엿다
236) 初三44b 黜 내치며드리기를임의로니권이쟝즁허외다 再三44b 니>허니 宝三30b 내치며드리기를임의로못법이올시다
237) 初三44b 訊 져주어다시무러보면알기쉽지 再三44b 同左 宝三31a 져주어죄뭇기는야만풍쇽이올시다
238) 初三45a 屬公 쇽공고귀양보내니아불샹허외다 再三45a 同左 宝三31a 쇽공고귀양보내엿다
239) 初三45a 現發 현발야역적이들쳐나니이제는평뎡허엿슴데 再三45a 同左 宝三31b 역적이현발야들쳐난다
240) 初三45b 賞 샹은후이주시고형벌은명키게허옵쇼셔 再三45b 同左 宝三31b (削除)게
241) 初三46a 黥 져후는아모데가도죄인인줄아느니라 再三46a 同左 宝三31b 자져죄인이올시다
242) 初三46a 推考 츄고만나시나하어렵지아는가시푸외다 再三46a 同左 宝三32a 츄고만낫네다
243) 初三46b 題 글뎨를내여주시면글지여보오리 再三46b 同左 宝三32b 글뎨를내여주옵소
244) 初三46b 學 우기를심써야긔구지업을게허엿네 再三46b 야>허여 宝三32b 우기를심써야긔구지업을허엿네다
－  84  －
陳 南 澤
181) 初三23b 沙鉢 사발에슈를다가먹으면시원오니 再三23b 오니>허오니 宝三16b 오니 > 니라
182) 初三23b 樽 준에술이득허여쓰니밤이새두룩먹습세 再三23b 同左 宝三16b 준에술이득다
183) 初三23b 缸 항아리에쇼쥬를너허더온데무더두면마시변치아니허오니 再三23b 同左 宝三16b 쇼쥬를항아리에너허더온데무더두어라
184) 初三23b 酒煎子 쥬젼에술을쟈금쟈금데여술을쳐가며부어라 再三23b 同左 宝三17a 쥬젼에술을쟈금데여라
185) 初三25a 櫃 궤쏠에넛고근거슬뉘가져가리요 再三25a 궤쏠>궤쏙 宝三17b 궤쏙에넛고거라 
186) 初三25a 馬省 솔노을빗기면이시원야느니라 再三25a 同左 宝三17b 솔노을빗기라
187) 初三25a 箒 닙뷔는잇거니와쓰는리뷔나대뷔나쟝만허여라 再三25a 同左 宝三17b 닙뷔는잇냐
188) 初三25b 篩 체예우를여러번츠면졈졈더느러지느니라 再三25b 同左 宝三18a 체예우를여러번처내라
189) 初三25b 掃 대텽쓰러라쓸에질로사의음을안다느니라 再三25b 느니라>허느니라 宝三18a (削除)느니라
190) 初三25b 橐 쟈루에곡식넛고메구가면경편허니라 再三25b 同左 宝三18a 가면경편허니라 > 가라
191) 初三25b 藏 장에셔을너허두면샹치아니코몬지아니오르옵네 再三25b -옵네다 宝三18a 장에셔을너허두어라 書冊
192) 初三26a 囊 주머니에약을너허고니면급예쓰기죠흐니라 再三26a 同左 宝三18a 니면급예쓰기죠흐니라 > 니라
193) 初三26a 笥 고리를가쥭으로싸면아무거시나너허가지고길을가도샹치아니
느니라 再三26a 느니라>허느니라 宝三18a 고리를가쥭으로싸라
194) 初三26b 纏帒 젼는길갈에업지못헐거시올세 再三26b 同左 宝三18b 젼는길갈에둇다
195) 初三27a 銲 한으로나무나이나쓸으면쉬이달어가느니라 再三27a 同左 宝三18b (削除)나무나이나
196) 初三27b 斫刀 쟉도를들게라여물싸흐러먹겨라 再三27b 同左 宝三19a 쟉도를들게라라
197) 初三28a 耒 뷔는밧가는거시매농부에요긴거시니라 再三28a 同左 宝三19b 뷔는밧츨가라라
198) 初三28b 火鐵 부쇠는불업는에치면장요긴헌거시올세 再三28b 同左 宝三19b 부쇠로불치라
199) 初三28b 剪刀 가위가드지아니니풀죽은홋거세쓰지못허올세 再三28b 同左 宝三19b 가위가드지아닛다
200) 初三28b 大鋸 톱이크면아무리큰남기라도쉬이켜지느니라 再三28b 同左 宝三20a 톱이로큰남글켜지느니라
201) 初三29a 大椎 쇠몽동이로치면아무리질긘거시라도부서지오리 再三29a 同左 宝三20a (削除)아무리질긘거시라도
202) 初三29a 指南針 지남침업스면슈로에셔방을엇지아올 再三29a 同左 宝三20b 지남침은슈로갈제요긴거시라
203) 初三30b 杖 집이를딥고니면늘근이허리가덜압푸니라 再三30b 同左 宝三21b 늘근이는집이잇셔야기옵네다
204) 初三30b 槽 귀우에여물을담어을잘먹겨라 再三30b 同左 宝三21b (削除)을
205) 初三31a 毛扇 모션은냥반이겨울에길갈제슬리니라 再三31a 同左 宝三21b (削除)냥반이
206) 初三31a 燈花 등화됴흐니응당깃일이잇오리 再三31a 同左 宝三21b 등화가픠엇다
207) 初三31a 明燈 근등잔아레미인을야안즈면엇더허올고 再三31a 同左 宝三21b 근등잔아레셔글공부옵소
208) 初三32a 簣 삼태에여물을쟉쟉담아을루먹여야죠흐니라 再三32a 同左 宝三22b 담아을루먹여야죠흐니라 > 담아라
209) 初三32b 笏 홀은샹감알페드러가알윌말을쓰는거시라 再三32b 同左 宝三22b 홀은입시야알윌말을쓰는거시라
210) 初三33b 胡笳 호가소리는사에온갓입내를내옵니 再三33b 同左 宝三23b (削除)온갓
211) 初三34a 嘯 쉬람불고주허는거슬경인이라허옵네 再三33b -허옵네다 宝三23b 쉬람불고주다
212) 初三34a 吹 츄라를바로불면입이기운들관계헐가 再三34a 同左 宝三23b 입이기운들관계헐가 > 입이기울가
213) 初三34a 銅皷 동고는구리로도허고쇠로도드니북튼거시라 再三34a 同左 宝三24a 드니북튼거시라 > 드니라
214) 初三35a 唱 부루기를잘부루면숨이니여가는듯허외다 再三35a 同左 宝三24a 니여가는듯허외다 > 니여간다
215) 初三36a 窺 엿보고이허는일을만이아는거슨불량실이오니 再三36a 同左 宝三25a 엿보지말라
216) 初三36b 瞑 눈을고든후는셰샹에산듯아니허오 再三36a 同左 宝三25a 눈을고라
217) 初三36b 聞 드른말을속키닛고본인을모룬톄허옵소 再三36b 본인>본일 宝三25a 드른말을속키닛지마옵소
218) 初三37a 轎子 교를고가시는샹이위의가갸륵허시데 再三37a 同左 宝三25b 교를고가실가
219) 初三37b 轉 굴너과치면허물이잇스리요 再三37b 면>허면 宝三26a 굴너과치야라
220) 初三37b 輪 술에박퀴굴듯셰샹에니고모난톄말시오니 再三37b 同左 宝三26a 술에박퀴굴듯다
221) 初三37b 乘 고갈시업서오늘도머물밧케업오 再三37b 同左 宝三26a 고갈시업스니머물밧케업오
222) 初三39a 左右七步 좌우칠보는는사이우분주야뵈옵네다 再三38b 야>허여 宝三26b 좌우칠보를는사도잇다
223) 初三39b 轡 혁을이러라혁을잡우면이내여도념녀가덜허니라 再三39b 同左 宝三27a 혁을이러라
224) 初三39b 鞦 밀치가업스면언덕릴제길르마가압푸로수거지느니라 再三39b 同左 宝三27b 밀치가업스면언덕릴제둇치아닛다
225) 初三40a 肚帶 를우이너야릴기우러지지아니오리 再三39b 同左 宝三27b 를우이너라
226) 初三40a 胸帶 가슴거리를면험고개예오를길마가뒤으로물너나지아니
허리 再三40a 同左 宝三27b 가슴거리를여라
227) 初三40b 卜解 짐을풀고든거슬다내여샹고야보와라 再三40a 同左 宝三27b (削除)다내여
228) 初三40b 馬氈 도둠올[을]노흐면먼길에을고가도볼기가아니압푸니라 再三40b 도둠올>도둠을 宝三27b 도둠을노하라
229) 初三41a 韉 언치를노아야등이샹치아니허고며짐싯가됴흐니라 再三41a 同左 宝三28a 언치를노아야등이샹치아닛다
230) 初三43a 鞦韆 그늬는놋푼남게줄을러고남녀다느니 再三43a 同左 宝三29b (削除)남녀다
231) 初三43b 政 졍를잘시매만민이숑덕을허옵네 再三43b -허옵네다 宝三30a 졍를잘시옵네다 
232) 初三43b 刑 형병이너무즁허기에셩들이원망을허옵네다 再三43b 형병>형벌 宝三30a 형벌이너무즁다 
233) 初三43b 嚴 엄야아레사이두려허옵네다 再三43b 同左 宝三30a 엄면도로혀졍가되지아니허외다
234) 初三44a 褒貶 포폄은각읍슈령에시비를니즁일이올세 再三44a 同左 宝三30b 포폄은의시비를니즁일이라
235) 初三44b 謫 귀양보내엿다가과허거든샤게허옵쇼셔 再三44a 同左 宝三30b 귀양보내엿다
236) 初三44b 黜 내치며드리기를임의로니권이쟝즁허외다 再三44b 니>허니 宝三30b 내치며드리기를임의로못법이올시다
237) 初三44b 訊 져주어다시무러보면알기쉽지 再三44b 同左 宝三31a 져주어죄뭇기는야만풍쇽이올시다
238) 初三45a 屬公 쇽공고귀양보내니아불샹허외다 再三45a 同左 宝三31a 쇽공고귀양보내엿다
239) 初三45a 現發 현발야역적이들쳐나니이제는평뎡허엿슴데 再三45a 同左 宝三31b 역적이현발야들쳐난다
240) 初三45b 賞 샹은후이주시고형벌은명키게허옵쇼셔 再三45b 同左 宝三31b (削除)게
241) 初三46a 黥 져후는아모데가도죄인인줄아느니라 再三46a 同左 宝三31b 자져죄인이올시다
242) 初三46a 推考 츄고만나시나하어렵지아는가시푸외다 再三46a 同左 宝三32a 츄고만낫네다
243) 初三46b 題 글뎨를내여주시면글지여보오리 再三46b 同左 宝三32b 글뎨를내여주옵소
244) 初三46b 學 우기를심써야긔구지업을게허엿네 再三46b 야>허여 宝三32b 우기를심써야긔구지업을허엿네다
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245) 初三46b 讀 닑기를긋치지아니허니도루여병날념녀롭외다 再三46b 同左 宝三32b 닑기를긋치지아니허옵네다
246) 初三47a 次韻 운이란거슨운을고잘짓기어렵오 再三47a 同左 宝三32b 잘짓기어렵오>어렵다 (削除)잘짓기
247) 初三48a 教 릇치기를부즈런이니어진스스이올세 再三48a 니>허니         스스>스승 宝三33b 릇치기를부즈런이옵시오
248) 初三48b 寫 벗겻스니글시졋는가보와주옵소 再三48b 同左 宝三33b 졋는가 > 졋지아닌가
249) 初三48b 圖書 도셔에인쥬가채르지아니매뭇치지아니케허소 再三48b 同左 宝三34a 르지아니매뭇치지아니케허소 > 르지아닛다
250) 初三49a 草書 초셔는획이다르되조보는글씨는절노아옵느니 再三49a 同左 宝三34a (削除)조보는글씨는
251) 初三49b 正閒 졍간이업서도여러줄을바로쓰니과연명필이로세 再三49b 同左 宝三34a 바로쓰니과연명필이로세 > 바로쓴다
252) 初三50b 旗 긔는방을표야호령허게뎡거시니라 再三50b 同左 宝三35a 긔는방을표야호령을거시니라
253) 初三51a 筒箇 동개는을졋다가나식여쓰게는거시로세 再三50b 同左 宝三35b 동개는을졋는거시라
254) 初三51a 掌甲 쟝갑을고활을쥐면활좀이우쥐이옵느니 再三51a 同左 宝三35b 쟝갑을고활좀이우쥐이옵소
255) 初三51a 牌 패는군에셩명거쥬를낫낫치표거시라 再三51a 同左 宝三35b (削除)낫낫치
256) 初三51b 寳釼 보검은빗치하늘에쏘인다허옵니 再三51b 同左 宝三36a (削除)허옵니
257) 初三51b 利釼 니검은손을대기만야도버여진다옵네 再三51b -허옵네다 宝三36a (削除)옵네 
258) 初三54a 謀反 반허기를도모다가누셜허면엇지랴허는고 再三54a 同左 宝三37b (削除)랴
259) 初三55a 偷 도적질허고술과계집에밋치니죽일놈이로다 再三55a 도적>도젹 宝三38a 도적질허고술과계집에밋친다
260) 初三56a 層 층층이군ㅣ가둘러쓰니나갈길이업오 再三55b 同左 宝三38b 층층이군ㅣ가둘릿습네다
261) 初三56a 亂 어즈러운는어진사은다슴어잇다옵네 再三56a -옵네다 宝三38b 슴어잇다옵네 > 슴어잇지
262) 初三56b 中 맛쳐아레려디니죽을씨뎍실외다 再三56a 외다>허외다 宝三39a 맛쳐아레려진다
263) 初三57a 掠 노략질을심이허니셩이반이인는가시푸오 再三56b 同左 宝三39a 노략질을지말라
264) 初三58a 葅 김치가마시시금시금허오 再三58a 同左 宝三40a 시금시금 > 시금
265) 初三58a 蜜果 든과는너모어만이먹지못허옵네 再三58a -못허옵네다 宝三40a 든과는너모니라
266) 初三59a 油 기름을쳐맛나게국을야라 再三59a 同左 宝三40b 맛나게국을 > 국을맛나게
267) 初三59a 麵 국슈를주린김에만이먹엇더니아무것도슬외 再三59a -슬외다 宝三40b 국슈를만히먹엇습네다
268) 初三60b 花煎 화젼은츨에붓쳐기름에지져어먹슴네 再三60b -먹슴네다 宝三41b 지져어먹슴네 > 지져니라
269) 初四03a 搆 얼거열십로여쓰니들고가도념녀업다 再四03a 同左 宝四02b 얼거열십로여라
270) 初四04b 擕 손을고가지로라나쟈 再四04b 同左 宝四03a 손을고가지로가옵시다
271) 初四05a 拒 막으고말듯지아니매유헐길이업외다 再四05a 아니매>아니허매 宝四03a 막으고말듯지아닛다
272) 初四05b 掘 구깁피심그고흙을놉피도두어두어라 再四05b 同左 宝四03b 구깁피심그고 > 깁피고심겨
273) 初四06b 踞 걸어안져쓰니인를모르는가시푸외 再四06b -시푸외다 宝四04b 걸어안즙소
274) 初四08a 愁 수심이공의말슴으로죡굼풀렷네 再四08a -풀렷네다 宝四05a 공의말슴으로수심이죡굼풀렷네다
275) 初四09a 爽快 상쾌야깃분음을엇지다니르릿가 再四09a 同左 宝四05b 상쾌야깃부옵네다
276) 初四09a 惶 황숑허와다시는알윌이업이다 再四09a 同左 宝四05b 업이다 > 업다
277) 初四10a 憤怒 분노허여계시니풀이신후에엿쟈 再四09b 同左 宝四06a 분노허여시니풀인후에니로라
278) 初四11a 黙 허고계시되음에는짐쟉허실듯시푸외다 再四11a 同左 宝四06b 짐쟉허실듯시푸외다 > 짐쟉허시지
279) 初四11a 語澁 말을듬거려아러드를쓔업스니답답허오 再四11a 同左 宝四06b 업스니답답허오 >업다
280) 初四11b 譽 칭잔허시매그쟈가더욱용헌톄옵네 再四11a -옵네다 宝四07a 칭잔허시다
281) 初四11b 毁 흉을보드라허여두이는말은고지듯지마옵소 再四11b 는>허는 宝四07a (削除)이는말은
282) 初四12a 嘲弄 죠롱허는줄알면셔셩내여무엇허리요 再四12a 同左 宝四07a 죠롱허지말라
283) 初四12a 約 언약을허연후에실긔를헐시푸온가 再四12a 同左 宝四07a (削除)시푸온가
284) 初四13a 曲 구분거슬펴고져들바루기쉬울 再四12b 同左 宝四07b 구분거슬펴고져다
285) 初四13b 開諭 유를잘허면궐이셜마아니드르랴 再四13b 同左 宝四08a 유를허면셜마아니드르랴
286) 初四13b 妄 망녕인듯허되늘근사의말이기에드를게업거든 再四13b 同左 宝四08a 망녕인듯허다
287) 初四14a 付耳語 귀예대고말허면보는사이슈샹이너기느니라 再四14a 同左 宝四08a 귀예대고말허지말라
288) 初四14a 問候 문안바드신후에탈망허고계시옵데 再四14a 同左 宝四08b 문안바드신후에 > 문안허옵더니
289) 初四15a 須 모로미부듸범를조심허옵소 再四14b 同左 宝四08b (削除)부듸
290) 初四15a 尤 더욱조심허면무슨근심이이쓰리요 再四15a 同左 宝四09a (削除)더욱조심허면
291) 初四15b 更 곳쳐각허여보고경이니르지마소 再四15a 同左 宝四09a 곳쳐각허여보옵소
292) 初四16b 必 필경되야을듯허니그리조르지마소 再四16a 되야을>되야올 宝四09b 을듯허니 > 올거시니
293) 初四17b 旣 임의허락바더와쓰니다시곳치기어렵오 再四17b 同左 宝四10a 임의허락바더왓네다
294) 初四18a 眞 진실사은이로소기지못허느니라 再四18a 同左 宝四10b (削除)로
295) 初四18a 偶然 우연이만나서루친가나니섭섭허오 再四18a 同左 宝四10b 우연이만낫네다
296) 初四18b 冝 맛당허니니르신대루시허오리다 再四18b 同左 宝四10b 맛당허니니르신대루 > 맛당이 시허여라
297) 初四19b 竟 츰내도라가려허시니니별허는마음이측냥못게소 再四19b 게소>허겟소 宝四11a 츰내셩얏네다
298) 初四20b 究 안만궁구허여두일신을보젼허고셰리는담치안는셩픔이로셰 再四20b 同左 宝四12a 안만궁구허여두욕심이업다
299) 初四21a 羡 부러말고그사의동졍을본바더헐거시니라 再四21a 同左 宝四12a 부러말고그사의동졍을보바드라
300) 初四21a 過 허물을겟지허시기에긋쳣네 再四21a -긋쳣네다 宝四12a 겟지허물허시기에긋쳣네다
301) 初四21b 悔 뉘웃처도쎠디난일이라헐길업는일이로다 再四21a 同左 宝四12b (削除)헐길업는일이로다
302) 初四22a 秘 비밀이허여셔일된후에다알게허소 なし 宝四12b 비밀이허옵시오
303) 初四22a 妬 새옴을심히허니겻사눈에뮙외 再四22a -뮙외다 宝四12b 새옴을심히허지말라
304) 初四22a 離異 안를니이야서루보지못허니음에응당견듸지못허오리 再四22a 同左 宝四12b 안를니이얏네다
305) 初四22b 不關 불관헌거시라두잘간직야두면혹쓰느니라 再四22b 同左 宝四13a 불관헌거시라두잘간직야두어라
306) 初四23a 懷 품은말을다니르니음에걸린거시업오 再四22b 同左 宝四13a 품은말을다니른다
307) 初四23a 犯 범졉야먼져말을내여용헌톄니가쇼롭오 再四23a 同左 宝四13a 범졉야먼져말을내지말라
308) 初四23a 護 뒤덥퍼의허물이들너나지아니게는거시음덕이오니 再四23a 同左 宝四13a 뒤덥퍼을허물지마옵소
309) 初四24a 行 실이사의게뎨일이라 再四23b 同左 宝四13b 사은실이뎨일이라
310) 初四24b 耻 붓그런줄모르고착톄허면이손즛허고웃느니 再四24a 同左 宝四14a (削除)붓그런줄모르고착톄허면
311) 初四25b 寵 춍을밋고을업슈이너길진제게해가밋느니라 再四25a 同左 宝四14b 춍을밋치마옵소
312) 初四25b 潜着 잠착허여밥도니젓는가보오 再四25b 보오>보외다 宝四14b (削除)보오
313) 初四31a 廢 폐야샹사이되게허니불샹허오 再四31a 同左 宝三32a 폐야샹사에되엿다
314) 初四31b 終 츰내버리지아니허시니은혜망극허외다 再四31a 同左 宝四17b 츰내버리지말라
315) 初四32a 減 감허면이슈샹이너기느니 再四32a 同左 宝四17b 감허지말나
316) 初四32a 添 봇태여젼갈을길게마오 再四32a 붓태여젼갈을길게허오 宝四18a 봇태여주옵소 
317) 初四33a 凡 물웃사은실을부듸잘여야올흐니라 再四33a 여야>허여야 宝四18a 물웃사은신의를근본삼을거시로다
318) 初四35a 求 구헌지오래니거위려오리다 再四34b 同左 宝四19a (削除)구헌지오래니
319) 初四35a 移 올마가면루뵙지못시푸외다 再四34b 同左 宝四19a 올마가옵네다
320) 初四36a 遆 라가시니모든셩이악기옵네 再四35b -악기옵네다 宝四19b 라가시옵네다
321) 初四37b 如 치호불호가업쓰니려무엇허리 再四37b 同左 宝四20a (削除)치
322) 初四38a 比 견주어보아셔뉘가나은가보소 再四37b 同左 宝四20a 견주어보아셔 > 견주어셔
323) 初四38b 洽 흡죡키어더왓기에념치업오 再四38a 同左 宝四20b 흡죡키어더왓지
324) 初四39a 載 시러온거시즁노에셔비를마져누긔가잇네 再四38b -잇네다 宝四20b (削除)시러온거시 
325) 初四39b 畏 권셰를쓰면저마다두려느니라 再四39b 느니라>허느니라 宝四21a 두려느니라 > 멸시옵네다
326) 初四41b 奏 알위엿니젼교가즉시낫데 再四41a 同左 宝四22a 젼교가즉시 > 즉시젼교가
327) 初四42a 容 용납지아니시니물너조심허고잇겟오리다 再四42a 시니>허시니 宝四22b 용납지아니신다
328) 初四42b 瞹眛 헌일노져리굿기니불샹허오 再四42a 同左 宝四22b 헌일이라
329) 初四42b 寂寞 젹막고데잇스니일월이긴줄을아옵네 再四42b -아옵네다 宝四22b 젹막고데올시다
330) 初四43a 至當 지당시니분부대루시허오리다 再四42b 同左 宝四22b (削除)지당시니
331) 初四43a 虛誕 허탄말을허연이다실업씨너기느니라 再四42b 同左 宝四23a 허탄말을허지말라
332) 初四43a 生涯 애가어려우니엇지허여야둇을 再四42b 둇을>둇올 宝四23a 애가어렵다
333) 初四44a 拒絶 거절고다시는본톄아니려허네 再四43b 고>허고        려>허려 宝四23b 거절고다시볼각이업다
334) 初四44a 固執 고집을너무니모는못허리로다 再四43b 同左 宝四23b 고집을지마오
335) 初四44a 繞 둘너담을놉피면뉘가넘어오리요 再四43b 同左 宝四23b 둘너담을놉피다
336) 初四44b 咀呪 져주를허면혹맛는다허니무셥오 再四44a 同左 宝四23b 져주를단말지어린노릇슨업다
337) 初四44b 陋 누추헌데오래안져계시니안심치아니허외다 再四44a 同左 宝四23b 누추헌데오래안지마오
338) 初四44b 虛事 허줄모루고늘그니는다신텽허옵데 再四44a -허옵데다 宝四23b 허줄모루는가
339) 初四44b 鬱壘 울루를복사낭게새겨섯그믐날대문에붓치면귀신이러난다
허느니 再四44a 同左 宝四24a 울루를복사낭게새긴다지
340) 初四45a 蔚 울연이남기셩허니나제두어둡오 再四44b 同左 宝四24a 울연이남기셩허다
341) 初四45b 指揮 지휘허옵신덕으로쥰허엿슴니라 再四45a 同左 宝四24a (削除)허
342) 初四47a 娟娟 연々허고고온형상을보니음이밋칠허다 再四46b 同左 宝四25b 연연허고곱다
343) 初四47b 纖纖 셤々옥슈로거문고를타는양이긔묘허다 再四47a 同左 宝四25b 셤셤옥슈로다
344) 初四48b 濛濛 몽々이어두워쓰니시각을모루겟 再四48a 同左 宝四26b 몽몽이어두워쓰니시포로시각을안다 
345) 初四49a 區區 구々이각야니줄기리업나 再四48b 야>허여 宝四26b 구구이각이라
346) 初四49a 鬱鬱 울々이안져쓰니무어슬일은가보외 再四48b 보외>보오 宝四26b (削除)보외
347) 初四52b 艶艶 염々야고은톄허고사을혹허게헌다 再四52a 同左 宝四29a 염염야고은톄헌다
348) 初四53a 深深 깁깁피드러가니계견에소리도듯못허겟라 再四52b > 宝四29b 깁깁피드러간다
349) 初四53b 岧岧 툐々져놉푼고개를엇찌넘어가리요 再四53a 同左 宝四29b 툐툐져놉푼고개를넘어간다
350) 初四53b 欣欣 흔々이마저읍허니은근야뵈더라 再四53a 야>허여 宝四30a 흔흔이마저읍헌다
－  86  －
陳 南 澤
303) 初四22a 妬 새옴을심히허니겻사눈에뮙외 再四22a -뮙외다 宝四12b 새옴을심히허지말라
304) 初四22a 離異 안를니이야서루보지못허니음에응당견듸지못허오리 再四22a 同左 宝四12b 안를니이얏네다
305) 初四22b 不關 불관헌거시라두잘간직야두면혹쓰느니라 再四22b 同左 宝四13a 불관헌거시라두잘간직야두어라
306) 初四23a 懷 품은말을다니르니음에걸린거시업오 再四22b 同左 宝四13a 품은말을다니른다
307) 初四23a 犯 범졉야먼져말을내여용헌톄니가쇼롭오 再四23a 同左 宝四13a 범졉야먼져말을내지말라
308) 初四23a 護 뒤덥퍼의허물이들너나지아니게는거시음덕이오니 再四23a 同左 宝四13a 뒤덥퍼을허물지마옵소
309) 初四24a 行 실이사의게뎨일이라 再四23b 同左 宝四13b 사은실이뎨일이라
310) 初四24b 耻 붓그런줄모르고착톄허면이손즛허고웃느니 再四24a 同左 宝四14a (削除)붓그런줄모르고착톄허면
311) 初四25b 寵 춍을밋고을업슈이너길진제게해가밋느니라 再四25a 同左 宝四14b 춍을밋치마옵소
312) 初四25b 潜着 잠착허여밥도니젓는가보오 再四25b 보오>보외다 宝四14b (削除)보오
313) 初四31a 廢 폐야샹사이되게허니불샹허오 再四31a 同左 宝三32a 폐야샹사에되엿다
314) 初四31b 終 츰내버리지아니허시니은혜망극허외다 再四31a 同左 宝四17b 츰내버리지말라
315) 初四32a 減 감허면이슈샹이너기느니 再四32a 同左 宝四17b 감허지말나
316) 初四32a 添 봇태여젼갈을길게마오 再四32a 붓태여젼갈을길게허오 宝四18a 봇태여주옵소 
317) 初四33a 凡 물웃사은실을부듸잘여야올흐니라 再四33a 여야>허여야 宝四18a 물웃사은신의를근본삼을거시로다
318) 初四35a 求 구헌지오래니거위려오리다 再四34b 同左 宝四19a (削除)구헌지오래니
319) 初四35a 移 올마가면루뵙지못시푸외다 再四34b 同左 宝四19a 올마가옵네다
320) 初四36a 遆 라가시니모든셩이악기옵네 再四35b -악기옵네다 宝四19b 라가시옵네다
321) 初四37b 如 치호불호가업쓰니려무엇허리 再四37b 同左 宝四20a (削除)치
322) 初四38a 比 견주어보아셔뉘가나은가보소 再四37b 同左 宝四20a 견주어보아셔 > 견주어셔
323) 初四38b 洽 흡죡키어더왓기에념치업오 再四38a 同左 宝四20b 흡죡키어더왓지
324) 初四39a 載 시러온거시즁노에셔비를마져누긔가잇네 再四38b -잇네다 宝四20b (削除)시러온거시 
325) 初四39b 畏 권셰를쓰면저마다두려느니라 再四39b 느니라>허느니라 宝四21a 두려느니라 > 멸시옵네다
326) 初四41b 奏 알위엿니젼교가즉시낫데 再四41a 同左 宝四22a 젼교가즉시 > 즉시젼교가
327) 初四42a 容 용납지아니시니물너조심허고잇겟오리다 再四42a 시니>허시니 宝四22b 용납지아니신다
328) 初四42b 瞹眛 헌일노져리굿기니불샹허오 再四42a 同左 宝四22b 헌일이라
329) 初四42b 寂寞 젹막고데잇스니일월이긴줄을아옵네 再四42b -아옵네다 宝四22b 젹막고데올시다
330) 初四43a 至當 지당시니분부대루시허오리다 再四42b 同左 宝四22b (削除)지당시니
331) 初四43a 虛誕 허탄말을허연이다실업씨너기느니라 再四42b 同左 宝四23a 허탄말을허지말라
332) 初四43a 生涯 애가어려우니엇지허여야둇을 再四42b 둇을>둇올 宝四23a 애가어렵다
333) 初四44a 拒絶 거절고다시는본톄아니려허네 再四43b 고>허고        려>허려 宝四23b 거절고다시볼각이업다
334) 初四44a 固執 고집을너무니모는못허리로다 再四43b 同左 宝四23b 고집을지마오
335) 初四44a 繞 둘너담을놉피면뉘가넘어오리요 再四43b 同左 宝四23b 둘너담을놉피다
336) 初四44b 咀呪 져주를허면혹맛는다허니무셥오 再四44a 同左 宝四23b 져주를단말지어린노릇슨업다
337) 初四44b 陋 누추헌데오래안져계시니안심치아니허외다 再四44a 同左 宝四23b 누추헌데오래안지마오
338) 初四44b 虛事 허줄모루고늘그니는다신텽허옵데 再四44a -허옵데다 宝四23b 허줄모루는가
339) 初四44b 鬱壘 울루를복사낭게새겨섯그믐날대문에붓치면귀신이러난다
허느니 再四44a 同左 宝四24a 울루를복사낭게새긴다지
340) 初四45a 蔚 울연이남기셩허니나제두어둡오 再四44b 同左 宝四24a 울연이남기셩허다
341) 初四45b 指揮 지휘허옵신덕으로쥰허엿슴니라 再四45a 同左 宝四24a (削除)허
342) 初四47a 娟娟 연々허고고온형상을보니음이밋칠허다 再四46b 同左 宝四25b 연연허고곱다
343) 初四47b 纖纖 셤々옥슈로거문고를타는양이긔묘허다 再四47a 同左 宝四25b 셤셤옥슈로다
344) 初四48b 濛濛 몽々이어두워쓰니시각을모루겟 再四48a 同左 宝四26b 몽몽이어두워쓰니시포로시각을안다 
345) 初四49a 區區 구々이각야니줄기리업나 再四48b 야>허여 宝四26b 구구이각이라
346) 初四49a 鬱鬱 울々이안져쓰니무어슬일은가보외 再四48b 보외>보오 宝四26b (削除)보외
347) 初四52b 艶艶 염々야고은톄허고사을혹허게헌다 再四52a 同左 宝四29a 염염야고은톄헌다
348) 初四53a 深深 깁깁피드러가니계견에소리도듯못허겟라 再四52b > 宝四29b 깁깁피드러간다
349) 初四53b 岧岧 툐々져놉푼고개를엇찌넘어가리요 再四53a 同左 宝四29b 툐툐져놉푼고개를넘어간다
350) 初四53b 欣欣 흔々이마저읍허니은근야뵈더라 再四53a 야>허여 宝四30a 흔흔이마저읍헌다
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明治前期に刊行された 『交隣須知』 の韓国語文の比較研究
